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交通政策課（1@15593）

市
は
、
宇
治
山
田
港
〜
中
部

国
際
空
港
を
高
速
船
で
結
ぶ「
伊

勢
湾
海
上
ア
ク
セ
ス
」
の
整
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
計
画
は
、
平
成
７
年
度

か
ら
宇
治
山
田
港
湾
の
整
備
と

と
も
に
計
画
さ
れ
て
き
た
も
の

で
、
県
南
部
地
域
の
海
の
玄
関

口
と
な
り
、
ま
た
、
伊
勢
志
摩

地
域
の
観
光
振
興
や
地
域
活
性

化
を
図
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

タ
ー
ミ
ナ
ル
の
建
物
や
係
留

施
設
・
駐
車
場
な
ど
は
市
が
整

備
し
、
船
の
運
航
は
民
間
の
運

航
事
業
者
が
行
い
ま
す
。

計
画
で
は
、
宇
治
山
田
港
〜

中
部
国
際
空
港
を
、
約
60
分
、

１
日
に
つ
き
６
往
復
程
度
の
運

航
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

就
航
日
に
つ
い
て
は
、
来
春

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

タ
ー
ミ
ナ
ル
は
、
下
野
町
の

埋
め
立
て
地
に
整
備
し
ま
す
。

敷
地
内
に
は
、
約
２
５
０
台

の
車
を
収
容
で
き
る
駐
車
場

と
、
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
な
ど
の

待
機
場
を
整
備
し
ま
す
。
ま
た
、

約
３
５
０
㎡
の
建
物
と
、
高
速

船
や
木
造
船
「
み
ず
き
」
な
ど

が
発
着
で
き
る
係
留
施
設
を
整

備
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
景
観
に
配
慮
し
た

ベ
ン
チ
や
階
段
護
岸
な
ど
を
整

備
し
て
公
園
の
機
能
を
持
た
せ

る
と
と
も
に
、
周
囲
に
た
く
さ

ん
の
木
を
植
え
、
タ
ー
ミ
ナ
ル

全
体
が
「
河
口
に
浮
か
ぶ
緑
の

島
」
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
、
宇
治

山
田
港
を
特
徴
づ
け
る
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
（
景
観
要
素
）
と
な
り
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
憩
え
る
場
所

に
な
る
よ
う
な
計
画
と
な
っ
て

い
ま
す
。

来
春
の
就
航
に
向
け
、
工
事

が
始
ま
り
ま
し
た
。

現
在
、
船
の
停
泊
地
周
辺
の

こ
の
航
路
が
、市
民
の
皆
さ
ん

や
観
光
客
に
親
し
ま
れ
、多
く
の

人
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、航
路
の
名
称
を
募
集
し
ま
す
。

※
他
市
の
例
で
は
、「
津
エ
ア
ポ

ー
ト
ラ
イ
ン
」
「
松
阪
ベ
ル
ラ

イ
ン
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

募
集
期
間

11
月
１
日
（木）
〜
26

日
（月）
（
当
日
消
印
有
効
）

応
募
資
格

市
内
に
在
住
ま
た

は
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人

応
募
方
法

住
所
・
氏
名
・
ふ
り

が
な
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
航
路

の
名
称
・
名
称
の
理
由
を
記
入

し
、
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ

ー
ル
で
交
通
政
策
課（
〒
516
│

8601

岩
渕
１
丁
目
７
│

29
、
FAX
@1
５

５
２
２
、
ア
ド
レ
スko

u
tsu
@

city
.ise.m

ie.jp

）
へ

※
市
内
に
通
勤
・
通
学
し
て
い

る
人
は
、
勤
務
先
・
学
校
の
所

在
地
と
名
称
も
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。

選
定
方
法

審
査
の
上
、
市
長

が
決
定

※
航
路
の
名
称
の
所
有
お
よ
び

使
用
に
関
す
る
法
的
権
利
は
、

す
べ
て
市
に
帰
属
し
ま
す
。

※
採
用
さ
れ
た
作
品
を
応
募
し

た
人
に
は
、
記
念
品
を
贈
呈
し

ま
す
。（
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

ターミナルのイメージ図

工
事
が
始
ま
り
ま
し
た

タ
ー
ミ
ナ
ル
は

緑
の
島
を
イ
メ
ー
ジ

中
部
国
際
空
港
ま
で
約
60
分

航

路

の

名

称

を

募

集

し

ま

す

水
深
を
深
く
す
る
た
め
の
浚
渫

し
ゅ
ん
せ
つ

が
終
わ
り
、
今
後
は
、
タ
ー
ミ

ナ
ル
の
敷
地
造
成
、
建
物
の
建

築
、
進
入
道
路
の
工
事
な
ど
が

行
わ
れ
ま
す
。

周
辺
地
域
の
皆
さ
ん
に
は
、

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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き
っ
か
け
は
身
近
な
こ
と

心
身
の
老
化
と
生
活
の
不
活

発
な
状
態
が
積
み
重
な
る
と
、

徐
々
に
生
活
機
能
が
低
下
し
、

何
ら
か
の
出
来
事
を
き
っ
か
け

に
、
介
護
が
必
要
な
状
態
に
至

る
こ
と
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

高
齢
に
な
る
ほ
ど
、
老
化
に

伴
う
心
身
機
能
の
低
下
を
上
手

に
防
ぐ
こ
と
が
重
要
で
す
。

自
分
ら
し
く
生
き
生
き
と
し
た

生
活
を
！

要
介
護
状
態
に
な
る
の
を
防

ぐ
た
め
に
は
、
脳
梗
塞

こ

う

そ

く

な
ど
の

脳
血
管
疾
患
の
予
防
は
も
ち
ろ

ん
、心
身
の
働
き
が
低
下
し
な
い

よ
う
に
、
自
分
自
身
が
積
極
的

に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

「
年
を
取
っ
た
の
だ
か
ら
仕

方
が
な
い
」
と
思
っ
て
あ
き
ら

め
て
し
ま
う
と
、
寝
た
き
り
な

ど
に
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。

次
に
掲
げ
る「
生
活
不
活
発
の

兆
し
」に
早
く
気
付
き
、生
活
を

活
発
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
心

身
の
過
度
の
老
化
を
予
防
し
た

り
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

元
気
な
う
ち
か
ら
「
介
護
予

防
」
に
取
り
組
み
、
自
分
ら
し

く
生
き
生
き
と
し
た
生
活
を
続

け
ま
し
ょ
う
。

●

外
出
が
面
倒
に
な
っ
て
き
た

●

日
用
品
の
買
い
物
を
し
な
く

な
っ
た

●

階
段
を
昇
る
の
に
手
す
り
や

壁
に
つ
か
ま
る
よ
う
に
な
っ
た

●

歩
く
こ
と
が
少
な
く
な
っ
た

●

半
年
前
に
比
べ
て
固
い
物
が

食
べ
に
く
く
な
っ
た

●

お
茶
や
汁
物
な
ど
で
む
せ
る

こ
と
が
多
く
な
っ
た

●

体
重
が
減
少
し
て
き
た

●

近
所
付
き
合
い
が
減
っ
て
き
た

●

気
分
が
落
ち
込
み
、
楽
し
め

な
く
な
っ
た

※
「
広
報
い
せ
」
12
月
号
で
は
、

「
笑
顔
で
年
を
重
ね
る
た
め
に

（
後
編
）」と
し
て
、「
具
体
的
な

介
護
予
防
事
業
」
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

笑
顔
で
年
を
重
ね
る
た
め
に（
前
編
） 

介
護
予
防
に

介
護
予
防
に 

取
り
組
み
ま

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
！
う
！ 

介
護
予
防
に 

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
！ 

介
護
予
防
と
は
、
介
護
が
必

要
な
状
態
に
な
ら
な
い
た
め
の

取
り
組
み
を
行
う
こ
と
で
す
。

高
齢
期
を
迎
え
て
も
、
介
護

を
必
要
と
せ
ず
、
住
み
慣
れ
た

地
域
で
、
い
つ
ま
で
も
自
分
ら

し
く
生
き
生
き
と
し
た
生
活
を

送
る
た
め
に
、
心
身
の
衰
え
を

予
防
・
回
復
し
ま
し
ょ
う
。

介
護
が
必
要
に
な
る
原
因

伊
勢
市
に
お
け
る
65
歳
以
上

の
人
の
介
護
が
必
要
に
な
っ
た

原
因
は
、
下
の
グ
ラ
フ
の
と
お

り
で
す
。

75
歳
以
上
の
高
齢
に
な
る

と
、「
認
知
症
」、「
転
倒
・
骨
折
」、

「
高
齢
に
よ
る
衰
弱
」が
原
因
で

介
護
が
必
要
に
な
る
人
の
割
合

が
増
え
て
い
ま
す
。 健

康
課
（
1
@7
２
４
３
５
）

転ぶのが怖くて

外出しなくなる

家の中で

転んでしまう

寝込みがちになるますます筋力が

低下する

介護が必要になった原因 

（伊勢市、平成18年12月末）

脳血管疾患 

28.4%

骨・関節疾患 

20.1%

認知症 

16.9%

そのほか 

22.0%

脳血管疾患 

30.9%

骨・関節疾患 

18.4%

認知症 

8.3%

そのほか 

36.2%

衰弱 

0.9%

骨折・転倒 

5.3%

75歳以上 

65歳～74歳 

衰弱 

3.8%

骨折骨折・転倒転倒 

8.8%8.8%

骨折・転倒 

8.8%

②
自
信
と
意
欲
の
低
下
、

運
動
量
の
減
少

③
生
活
の
不
活
発
化

①
運
動
機
能
の
低
下

④
要
介
護
状
態

〜
思
い
当
た
る
こ
と
は 

　
　
　
　
あ
り
ま
せ
ん
か
？
〜 

生
活
不
活
発
の
兆
し

生
活
不
活
発
の
兆
し 

生
活
不
活
発
の
兆
し 

要介護状態になるまでの一例
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税
源
移
譲
の
影
響
に
よ
る
住

宅
ロ
ー
ン
控
除
適
用
者
の
税
負

担
の
増
加
を
防
ぐ
た
め
、
調
整

措
置
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

調
整
措
置
の
対
象
者
は
、
税

源
移
譲
の
影
響
に
よ
り
、
所
得

税
か
ら
差
し
引
く
住
宅
ロ
ー
ン

控
除
額
が
所
得
税
を
上
回
り
、

同
控
除
額
を
差
し
引
く
こ
と
が

で
き
な
く
な
る
人
な
ど
で
す
。

こ
の
よ
う
な
人
（
た
だ
し
、

平
成
11
年
〜
平
成
18
年
に
入
居

し
た
人
に
限
る
）は
、
申
告
す
る

こ
と
に
よ
り
、
控
除
の
差
額
に

相
当
す
る
額
を
、
平
成
20
年
度

以
降
の
市
・
県
民
税
（
所
得
割

額
）
か
ら
減
額
で
き
ま
す
。

減
額
を
受
け
る
た
め
に
は
、

そ
の
年
の
３
月
15
日
（
平
成
20

年
は
３
月
17
日
（月）
）ま
で
に
、課

税
課
へ
「
住
宅
借
入
金
等
特
別

税
額
控
除
申
告
書
」
の
提
出
が

必
要
で
す
。

た
だ
し
、
所
得
税
の
確
定
申

告
を
す
る
人
は
、
税
務
署
を
通

じ
て
申
告
書
を
提
出
し
ま
す
。

な
お
、
伊
勢
市
に
お
い
て
平

成
18
年
分
で
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

の
適
用
が
あ
る
人
に
は
、
申
告

書
を
送
付
し
ま
す
。

平
成
19
年
中
の
所
得
が
大
き

く
下
が
り
、
所
得
税
が
か
か
ら

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
、

申
告
を
す
れ
ば
、
平
成
19
年
度

分
の
市
・
県
民
税
（
所
得
割
額
）

を
こ
れ
ま
で
の
方
法
で
計
算
し

た
額
に
減
額
す
る
経
過
措
置
が

設
け
ら
れ
ま
し
た
。

減
額
を
受
け
る
た
め
に
は
、

平
成
20
年
７
月
１
日
〜
31
日
に
、

平
成
19
年
度
に
課
税
さ
れ
て
い

た
市
区
町
村
（
平
成
19
年
１
月

１
日
現
在
で
住
ん
で
い
た
市
区

町
村
）へ
「
減
額
申
告
書
」
の
提

出
が
必
要
で
す
。

な
お
、
伊
勢
市
に
平
成
19
年

度
と
平
成
20
年
度
の
課
税
が
あ

り
、
減
額
対
象
に
な
る
と
思
わ

れ
る
人
に
は
、
減
額
申
告
書
を

送
付
す
る
予
定
で
す
。

そ
の
ほ
か
の
人
で
、
減
額
対

象
に
な
る
と
思
わ
れ
る
人
は
、

平
成
19
年
度
に
課
税
さ
れ
て
い

た
市
区
町
村
へ
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

所
得
税
か
ら
住
宅
ロ
ー
ン
控

除
額
を
引
き
き
れ
な
か
っ
た

人
へ
の
調
整
措
置

平
成
19
年
に
所
得
が
減
っ
て

所
得
税
が
課
さ
れ
な
く
な
っ

た
人
へ
の
経
過
措
置

税 の 改 正  
経過措置などのお知らせ～  

課税課市民税係（1@15534）

所得税額 
税　源 
移譲前 住宅ローン控除額 納付税額 

所得税額 税源移譲による 
所得税の減額分 

この差額分を市・県民税から減額できます 

税　源 
移譲後 住宅ローン控除額 

計算方法 

下の①②の 

いずれか小さい金額 

平成19年分の所得税額 

住宅ローン控除の適用がない 
ものとした場合の所得税額 

①平成19年分の住宅ローン控除可能額     
②平成19年分の課税所得に税源移譲前の税率を適用した場合の所得税額 
　（住宅ローン控除の適用がないものとした場合の所得税額） 

（ ） 
控除差額 

平成20年度 
市・県民税から減額 （ ） － ＝ 
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昭
和
15
年
１
月
２
日
以
前
に

生
ま
れ
た
人
で
、
合
計
所
得
金

額
が
１
２
５
万
円
以
下
の
人
へ

の
「
非
課
税
措
置
」
が
廃
止
と

な
り
ま
し
た
。

平
成
18
年
度
と
平
成
19
年
度

は
経
過
措
置
と
し
て
減
額
措
置

が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平

成
20
年
度
か
ら
は
経
過
措
置
が

廃
止
と
な
り
ま
す
。

地
震
災
害
に
対
す
る
個
人
の

備
え
に
よ
る
将
来
的
な
負
担
の

軽
減
を
図
る
た
め
、
地
震
保
険

料
控
除
が
創
設
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
の

損
害
保
険
料
控
除
が
変
わ
り
ま

す
。

平
成
19
年
４
月
１
日
以
降
に

取
得
し
た
減
価
償
却
資
産
の
経

費
の
算
入
に
つ
い
て
、
残
存
価

額
を
廃
止
し
て
、
耐
用
年
数
経

過
時
点
で
１
円
ま
で
償
却
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
に
伴
い
、
償
却

率
の
改
正
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

詳
し
く
は
、「
確
定
申
告
書
」

ま
た
は
「
市
・
県
民
税
申
告
書
」

と
同
封
さ
れ
て
い
る
「
収
支
内

訳
書
の
書
き
方
」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

税
源
移
譲
を
含
む
平
成
19
年
度

の
改
正
に
つ
い
て
、
「
広
報
い

せ
」
６
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
。

●平成19年3月31日までに取得した資産の計算方法（平成19年2月に98万円で軽トラックを取得した場合） 

●平成19年4月1日以降に取得した資産の計算方法（平成19年4月に98万円で軽トラックを取得した場合） 

減価償却資産  
の 名 称 等  
（繰延資産を含む） 

軽トラック 

面 積  
又 は  
数 量  

取得価額 

980,000

償却率 

0.250 202,125

償却の基礎 
になる金額 

本 年 中  
の 償 却  
期 　 間  

本 年 分 の  
普通償却費 

（ロ×ハ×ニ） 

本年分の必要 
経費算入額  
（ト×チ） 

償却 
方法 

882,000

980,000円×0.9 882,000円×0.250×11/12
980,000円－202,125円 

取得価額の５％まで償却する 

取 得  
年 月  

1 19 2 定額 

耐用 
年数 

4 11 12
年 月 

イ ロ ハ ニ 

特　別 
償却費 

0

事業専  
用割合  

摘要 
未償却残高 
（期末残高） 

100%

ヘ ホ 

202,125 202,125 777,875

本 年 分 の  
償却費合計 
（ホ＋ヘ） 

ト チ リ ヌ 

軽トラック 980,000 0.250 183,750980,000

そのまま同額を記入 980,000円×0.250×9/12
980,000円－183,750円 

取得価額を１円まで償却する 

1 19 4 定額 4 9 12 0 100%183,750 183,750 796,250

65
歳
以
上
の
人
へ
の
非
課
税

措
置
の
経
過
措
置
が
廃
止

減
価
償
却
制
度
の
改
正

損
害
保
険
料
控
除
の
改
正
と

地
震
保
険
料
控
除
の
創
設

平成20年度 市・県 民
～国から地方への税源移譲に伴う  

65歳以上の人への非課税措置（経過措置） 

昭和15年1月2日 
以前に生まれた人 

昭和15年1月3日 
以降に生まれた人 

平成18年度 

平成19年度 

平成20年度～ 

３分の１を課税 

３分の２を課税 

全額で課税 

全額で課税 

損害保険料控除と地震保険料控除 

保険料の種類 

改正前 改正後 

所得税 市・県民税 所得税 市・県民税 

制度がなくなります 最高3,000円 最高2,000円 

平成18年12月31日までに契約した 
場合、経過措置があります 

最高15,000円 最高10,000円 

保険料などの額 
最高50,000円 

保険料などの 
額の2分の1 
最高25,000円 

制度はありませんでした 

短期損害保険料 

長期損害保険料 

地震保険料 
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ま
ず
は
、
「
児
童
虐
待
と
は

ど
ん
な
こ
と
な
の
か
」
「
虐
待

を
受
け
た
子
ど
も
が
ど
ん
な
サ

イ
ン
を
出
す
の
か
」
を
知
り
、

児
童
虐
待
が
疑
わ
れ
る
よ
う
な

子
ど
も
や
家
族
を
発
見
し
た
と

き
は
、
児
童
相
談
所
や
市
な
ど

へ
連
絡
を
す
る
こ
と
で
す
。

市
は
、
児
童
虐
待
を
防
ぐ
こ

と
を
目
的
に
「
伊
勢
市
児
童
虐

待
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」

を
設
置
し
て
お
り
、
市
、
南
勢

志
摩
児
童
相
談
所
、
伊
勢
警
察

署
、
小
・
中
学
校
、
児
童
福
祉

施
設
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員

な
ど
、
子
ど
も
に
か
か
わ
り
の

あ
る
機
関
が
参
加
し
て
、
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。（
左
ペ
ー
ジ

「
伊
勢
市
児
童
虐
待
防
止
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
会

議
」
参
照
）

子
ど
も
や
家
族
の
気
に
な
る

様
子
か
ら
、
児
童
虐
待
の
お
そ

れ
が
あ
る
場
合
は
、
同
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
議
（
こ
ど
も
課
内
、

1
@1
５
５
６
１
）
へ
、
ま
ず
は

電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

連
絡
を
受
け
た
同
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
会
議
は
、
関
係
者
で
チ
ー

ム
を
組
ん
で
対
応
し
ま
す
。

な
お
、
連
絡
を
し
た
人
に
つ

い
て
の
情
報
な
ど
、
秘
密
は
守

ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
結
局
、
児
童
虐
待
が

確
認
で
き
な
か
っ
た
と
し
て
も
、

連
絡
し
た
人
の
責
任
は
問
わ
れ

ま
せ
ん
。

連
絡
す
る
の
は
勇
気
が
い
る

こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、子
ど

も
の
命
や
安
全
を
守
る
た
め
に

は
、
考
え
て
悩
む
だ
け
で
な
く
、

行
動
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

も
し
、
児
童
虐
待
が
行
わ
れ

て
い
た
場
合
、
状
況
が
悪
化
す

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

虐
待
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か

ど
う
か
分
か
ら
な
い
ま
ま
「
気

に
な
る
け
れ
ど
…
」
と
１
人
で

悩
ま
ず
、
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会

議
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
個
人
や
１
つ
の
機
関

だ
け
で
児
童
虐
待
に
対
応
す
る

の
は
、
大
変
難
し
い
こ
と
で
す
。

か
え
っ
て
虐
待
を
深
刻
化
さ
せ

る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
１
人
で

解
決
し
よ
う
と
せ
ず
、
同
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
会
議
へ
連
絡
・
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
へ
の
虐
待
が
あ
と
を

絶
ち
ま
せ
ん
。

全
国
の
児
童
相
談
所
が
把
握

し
て
い
る
児
童
虐
待
の
件
数
は
、

こ
こ
数
年
、
増
加
し
続
け
て
い

ま
す
。
伊
勢
市
と
そ
の
周
辺
市

町
で
は
、
平
成
18
年
度
に
51
件

の
児
童
虐
待
が
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。
（
三
重
県
児
童
相
談
セ

ン
タ
ー
の
統
計
に
よ
る
）

児
童
虐
待
は
、
主
に
家
庭
内

な
ど
、
ほ
か
の
人
に
は
見
え
に

く
い
所
で
起
こ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
虐
待
が
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
に
気
付
か
ず
、
重

大
な
結
果
に
な
っ
て
は
じ
め
て

虐
待
の
事
実
が
明
ら
か
に
な
る

こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。

児
童
虐
待
か
ら
子
ど
も
を
守

る
た
め
に
、
わ
た
し
た
ち
に
で

き
る
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

こ
ど
も
課
（
1
@1
５
５
６
１
）

問い合わせ（連絡先）
●伊勢市児童虐待防止ネットワーク会議〈こども課内〉

（1@15561）
●南勢志摩児童相談所（1@75143）

■夜間・休日〈緊急性があるとき〉

子育て家庭支援センター柊
ひいらぎ

〈吹上２丁目〉

（1@89518）

三重県児童相談センター（1津059・231・5902）

①「
お
か
し
い
」
と
感
じ
た
ら
迷
わ
ず
連
絡
（
通
告
）

児
童
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

②「
し
つ
け
の
つ
も
り
…
」
は
言
い
訳

親
の
都
合
で
は
な
く
、子
ど
も
の
立
場
で
判
断
し
て
く
だ
さ
い
。

③
１
人
で
抱
え
込
ま
な
い

「
あ
な
た
に
で
き
る
こ
と
」
よ
り
「
み
ん
な
で
で
き
る
こ
と
」

を
考
え
ま
し
ょ
う
。

④
親
の
立
場
よ
り
子
ど
も
の
立
場

子
ど
も
の
安
全
・
命
が
最
優
先
で
す
。

⑤
虐
待
は
誰
の
近
く
で
も
起
こ
り
得
る

決
し
て
特
別
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

児
童
虐
待
防
止 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
… 

子
ど
も
を 

か
ら
守
る
た
め
の 

子
ど
も
を 

か
ら
守
る
た
め
の 

子
ど
も
を 

５
つ
の
ポ
イ
ン
ト 

か
ら
守
る
た
め
の 
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※平成15年度に関係機関を対象として児童相談所が実施したアンケートを参考に作成したものです。

ＮＰＯ 医療機関 

伊勢市社会福祉協議会 

児童養護施設 

　精華学院 

　天理教三重互助園 

子育て家庭支援 

センター柊 

市民参画交流課 

（女性相談） 

生活支援課 

（婦人相談） 

家庭児童相談室 

こども課 

（1@15561） 

中央保健センター 

（健康課） 

学校教育課 

教育研究所 

家庭教育相談室 

（スマイルいせ） 

生涯学習・ 

スポーツ課 

伊勢市教育委員会 

保育所 

児童センター・ 

児童館 

小学校 

中学校 

幼稚園 

民生委員・児童委員 

福祉施設・福祉団体 教育関係機関 

伊勢市役所  

福祉事務所 

南勢志摩児童相談所 

（1@75143） 

伊勢警察署生活安全課 

（1@00110） 

自治会 

どんな行為が「虐待」でしょうか？
～みんなで考えてみましょう～

「児童虐待」という言葉から、どのようなイメージを思い浮かべますか。

新聞やテレビで報道されているように、ひどい暴力や放置で子どもを死亡させてしまうような行為を

想像するでしょうか。どこからが児童虐待になるのか、その線引きをすることは簡単ではありません。

次の状況は、児童虐待と言えるか言えないか、また、連絡する必要があるかないか、一度考えてみて

ください。

子どもにたばこの火を押し付ける

酒に酔うと子どもをたたく

罰として、子どもを夜中まで外に立たせる

子どもが言うことを聞かないので、長時間正座させる

太っているのを気にしている子どもに、「デブ」などと言う

子どもの話し掛けに答えない（無視する）

子どもに「あんたなんか生まれてこなければよかった」

と言う

ほかの兄弟と比べて「お前はだめだ」と言う

子どもにポルノビデオを見せる

親がパチンコをしている間、子どもを車に残しておく

洗濯をしていない汚れた服を子どもに着せたままにする

子どもが危険な物（刃物など）で遊んでいるのに止めない

ギャンブルで生活費を使い込み、子どもの給食費を払

わない

乳幼児が泣いても無視する

子どもが重い病気にかかっているのに、病院へ連れて

行かない

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□
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今年は、広島に原爆が投下され

てから、62年目になります。

市は、８月６日に広島で開かれ

た広島平和記念式典に、中学生の

代表者を派遣しました。

市内の全中学校12校から３年生

12人が参加し、平和について学び

ました。

式典に参加した中学生の感想文

の一部を紹介します。（敬称略）

なお全文は、市のホームページ

(http://www.city.ise.mie.jp)に掲載

しています。

広島で学んだこと
倉田山中　守田真依

平和宣言の中に「『こんな思いはほかの誰にも

させてはならぬ』と、忘れてしまいたい体験を語

り続け、３度目の核兵器使用を防いだ被爆者の功

績を未来永劫
えい ご う

忘れてはなりません」という一節が

ありました。わたしは多くの人たちに平和への意

識を高めてもらいたいと思います。世界から核兵

器が完全になくなるのは、もう少し先の時代にな

ると思います。でも、核兵器がなくなり、戦争のな

い世界はいずれ必ず訪れるとわたしは信じていま

す。

広島平和記念式典に参加して
厚生中　日置拓真

僕は、広島へ行く際、全校生徒に「過去に起こ

った現実をしっかりと受け止めてきます」と言い

ましたが、目の前に広がる予想以上の現実に目を

背けてしまいそうになりました。

広島平和記念式典に参加して、62年前の出来事

を繰り返さないことや、その出来事からさまざま

なことを学ぶことができました。後世の人たちが

核兵器のない平和な世界で生きることができるよ

うに、すべての人々が努力する必要があると思い

ました。

広島平和記念式典に参加して
宮川中　黒田望美

平和記念式典で子ども代表の「原子爆弾や戦争

の恐ろしい事実や悲しい体験を、１人でも多くの

人たちに伝えることはわたしたちの使命です。わ

たしたちはヒロシマを『遠い昔の話』にしません。」

という誓いの言葉を聞きました。わたし１人の力

は本当に小さいけれど、わたしはこれからもっと

戦争の事を知り、原爆は二度と使用してはいけな

い事や、平和の大切さをたくさんの人々に伝えて

いきたいと思います。

平和の尊さ
港中　辻大地

被爆体験者の長尾さんの話を聞いて、なぜこん

な恐ろしい原爆が投下されたのか、強い怒りと深

い悲しみが心に押し寄せてきました。その時、長

尾さんは、「アメリカを恨まないで欲しい。すべ

ての人が賛成して原爆を投下したわけではないの

です」と、言われました。戦争が愚かなものだと、

すべての人が気付いたときに、世界中の戦争が終

わると思います。世界の人々が平和な日々を送れ

るような未来にしていきたいです。

広島平和記念式典に参加して広島平和記念式典に参加して 広島平和記念式典に参加して広島平和記念式典に参加して 広島平和記念式典に参加して 
学校教育課（1@27881）
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平和への願い
五十鈴中　村上太一

広島・長崎の惨劇を二度と繰り返さないために

も、唯一の被爆国と唯一の使用国、この２つの国

が先頭に立って、世界の恒久平和を目指し、協力

していかなければならない。そして、生涯話すま

いと思っていた被爆体験の話をしてくださった長

尾さんのように、わたしたちも自分にできること

をしなければならない。まだまだ核の問題や争い

事が絶えない世界だが、わたしたち一人一人の平

和への願いは、確実にこの世界を平和へと導いて

いると思う。

広島平和学習について
二見中　出口拓真

実際に広島に行ってきた感想は、率直に言うと

ショックを受けました。なぜかというと、原爆の

被害の資料を見て、本当にこんな爆弾を僕たちと

同じ人間が落としたのかと思うと、ぞっとして声

が出ません。僕は、この原子爆弾のことを、広島

と長崎に落ちたとしか知りませんでした。でもそ

れは僕だけでしょうか。ほかにもたくさんいるの

ではないでしょうか。僕も、この残酷な原子爆弾

のことを現代の人に伝えるべきだと思いました。

被爆体験講話を受講して
小俣中　南杏奈

２日間で、最も記憶に残っているのは長尾さん

の被爆体験講話です。長尾さんは、体験したこと

を話すのは嫌だそうです。でも「伝えなければ…

これは１つの義務なのだ」と思っているそうです。

長尾さんが話してくれた体験談は、本当に地獄と

しか思えませんでした。わたしは「核兵器は絶対

反対」というメッセージを、１人でも多くの人に

伝えなくてはいけないと思いました。そして、戦

争を知らないわたしたちだからこそ、戦争のない、

平和な世界にしていくべきだと強く思います。

広島へ行って
御薗中　二村友梨

現在の広島は、都会で、美しい街に発展を遂げ

ています。広島平和記念公園の周りには、マンシ

ョンや市民球場が、何事も無かったかのように建

っていて、あの残酷な惨劇があったとは思えない

くらい復興を成し遂げていました。復興ができた

のも、広島の人たちが「生きる」という希望を捨

てずに、支え合ってきたからだと思います。広島

の人たちの勇気や希望を思い、わたしは「戦争の

ない世の中にしていきたい」、そして「すべての

人の命を大切にしていきたい」という気持ちを再

確認した２日間でした。

平和を願う気持ち
豊浜中　前田憲佑

平和記念式典の中でも印象に残っているのは、

子ども代表の誓いの言葉の「平和な世界をつくる

ためには、憎しみ、悲しみの連鎖を、自分のとこ

ろで断ち切る強さと優しさが必要です」というと

ころです。今の世界の様子を見てみると、またい

つ戦争が起こり、核兵器を使う時がくるかもしれ

ないと思ってしまいます。でも絶対に、もうそん

なことは二度と起こさないよう、世界が平和であ

るように、僕たちがしていきたいと思います。

伝えていかなければならないこと
北浜中　前川芽衣子

平和記念式典の原爆死没者名簿奉納では、新た

に5000人が亡くなったと聞きました。原爆被災者

の平均年齢も74歳になったそうです。平和宣言を

聞いてたくさんの人が涙を流しているのが分かり

ました。平和の誓いで、子ども代表が「文化や歴史

の違いを超えてお互いを認め合い、相手の気持ち

や考えを知ることが大切です」と言っていたこと

が心に残りました。わたしたちはこのことを受け

止め、二度と戦争をしてはいけないと思います。

被爆国の国民として
沼木中　山上紗貴

原爆はたくさんの人の命を奪い、たくさんの悲

劇を生みました。あの日落とされた原爆は、「仕

方なかった」ということにしてはいけません。今、

わたしたち日本人こそ、唯一の被爆国の国民とし

て、核廃絶の先頭に立ち、世界平和に貢献すべき

です。ところが今、憲法を変えてまで、日本を戦

争ができる国にしようとする人がいることを大変

不安に思います。平和のためにすべきことは何な

のか、わたしたちはしっかり考えていかなければ

ならないと感じました。

広島に行って
城田中　堀井就斗

平和記念式典の中でも一番心に残ったのは子ど

も代表による平和への誓いでした。この中で「原

子爆弾や戦争の恐ろしい事実や悲しい体験を１人

でも多くの人たちに伝えることがわたしたちの使

命だ」と言っていました。この言葉は、僕の胸に

刻まれ、「まったくそのとおりだ」と共感しまし

た。世界唯一の被爆国として、世界中に原爆の恐

ろしさを伝えられるのは、僕たち日本人だけです。

僕も今回、広島で学んだことをこれから皆にしっ

かりと伝えていきたいと思います。



市
民
参
画
交
流
課
（
1
@1
５
５
４
９
）

市
内
の
中
学
３
年
生
13
人

が
、
８
月
19
日
〜
27
日
の
９

日
間
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
市
を
訪

れ
ま
し
た
。

現
地
で
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
・
語
学
研
修
・
交
流
授
業
・

農
場
体
験
・
文
化
交
流
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
し
ま
し

た
。言

葉
・
文
化
・
生
活
習
慣

の
違
い
に
戸
惑
い
な
が
ら
も

充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し
、

国
際
的
な
視
野
を
広
げ
る
貴

重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
13
人
の
日
誌
か

ら
、
現
地
研
修
の
様
子
を
報

告
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

８
月
19
日

伊
勢
市
を
出
発

厚
生
中
　
藤
川
舞
亜
耶

つ
い
に
や
っ
て
き
た
出
発

の
日
。
全
く
行
っ
た
こ
と
の

な
い
場
所
へ
行
っ
て
、
慣
れ

な
い
言
葉
を
使
わ
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
家
で
の
生
活
な
ど
、

考
え
出
す
と
き
り
が
な
く
、

と
て
も
不
安
だ
っ
た
。
不
安

が
い
っ
ぱ
い
で
落
ち
込
む
こ

と
も
あ
る
け
ど
、
や
る
限
り

に
は
い
い
も
の
と
し
た
い
と

思
う
の
で
、
力
の
限
り
頑
張

ろ
う
と
思
う
。

８
月
20
日

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
到
着

御
薗
中
　
田
端
一
陽

朝
早
く
ケ
ア
ン
ズ
に
到
着
、

そ
の
後
、
飛
行
機
を
乗
り
換

え
て
ブ
リ
ス
ベ
ン
に
着
い

た
。
今
日
は
一
日
中
、
雨
と

曇
り
だ
っ
た
が
、
雲
の
上
に

出
る
と
晴
天
で
太
陽
が
と
て

も
ま
ぶ
し
か
っ
た
。

ア
ボ
リ
ジ
ニ
セ
ン
タ
ー
で

は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
先

住
民
で
あ
る
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の

歴
史
や
文
化
に
つ
い
て
学
ん

だ
。
ブ
ー
メ
ラ
ン
な
ど
魅
力

の
あ
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ

っ
た
。

（
関
連
記
事：

13
ペ
ー
ジ
「
一

人
ひ
と
り
が
輝
く
た
め
に
」）

８
月
21
日

地
元
園
児
と
交
流

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
対
面

皇
學
館
中
　
中
川
昌
大

今
日
か
ら
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

が
始
ま
る
。
こ
の
日
は
朝
か

ら
ド
キ
ド
キ
し
て
い
た
。「
英

語
を
話
せ
る
だ
ろ
う
か
、
大

丈
夫
か
な
。」
と
本
当
に
ド
キ

ド
キ
し
て
い
た
。

五
十
鈴
中
　
山
中
か
な

藤
国
際
幼
稚
園
で
は
、
練

習
し
て
い
っ
た
ソ
ー
ラ
ン
踊

り
を
披
露
し
た
。
み
ん
な
で

一
緒
に
踊
り
、
喜
ん
で
く
れ

て
う
れ
し
か
っ
た
。
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
は
お
土
産
の
だ

る
ま
落
と
し
を
気
に
入
っ
て

く
れ
て
何
回
も
や
っ
た
。
に

ぎ
や
か
で
日
本
語
を
使
う
暇

が
な
か
っ
た
。
み
ん
な
良
い

人
た
ち
で
良
か
っ
た
。

８
月
22
日
〜
24
日

オ
ー
ル
セ
イ
ン
ツ
校
で
の

研
修

小
俣
中
　
倉
田
真
衣

オ
ー
ル
セ
イ
ン
ツ
校
初

日
、
実
際
に
行
っ
て
み
た
ら

中
は
広
く
、
生
徒
数
は
約
１

６
０
０
人
で
、
い
ろ
い
ろ
な

教
科
を
学
ん
で
い
て
驚
い
た
。

今
日
こ
こ
で
心
に
残
っ
た
こ

と
は
、
学
生
と
一
緒
に
楽
器

を
演
奏
し
た
こ
と
で
あ
る
。

「v
ery

ベ

リ

ー

go
o
d

グ

ッ

ド!

」
と
褒
め
ら
れ

て
う
れ
し
か
っ
た
。
た
く
さ

ん
の
英
語
を
話
す
こ
と
が
で

き
て
と
て
も
良
か
っ
た
。
明

日
も
頑
張
ろ
う
と
思
う
。

御
薗
中
　
東
彩
夏

こ
の
学
校
で
の
生
活
は
、

わ
た
し
に
と
っ
て
は
と
て
も

楽
し
い
も
の
だ
っ
た
。
で
き

れ
ば
も
っ
と
居
て
勉
強
し
て
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い
た
い
と
思
っ
た
。
オ
ー
ル

セ
イ
ン
ツ
校
の
先
生
や
生
徒

と
話
せ
て
幸
せ
だ
っ
た
。時
々

「
こ
ん
に
ち
は
」と
日
本
語
で

話
し
掛
け
て
く
れ
る
人
も
い

た
。ク
リ
ケ
ッ
ト
を
し
た
り
、

一
緒
に
絵
を
描
い
た
り
、
い

ろ
ん
な
思
い
出
が
た
く
さ
ん

あ
る
。

小
俣
中
　
角
谷
美
波

オ
ー
ル
セ
イ
ン
ツ
校
で
の

研
修
最
終
日
、
短
期
留
学
の

修
了
証
書
を
も
ら
っ
た
。
練

習
し
て
き
た
ス
ピ
ー
チ
も
上

手
に
言
う
こ
と
が
で
き
た
。

生
徒
の
前
で
踊
っ
た
ソ
ー

ラ
ン
踊
り
は
、
途
中
で
感
動

し
て
泣
き
そ
う
だ
っ
た
。
踊

っ
て
い
る
間
、
仲
良
く
な
っ

た
生
徒
が
手
を
振
っ
て
く
れ

て
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
。

８
月
25
日

パ
ラ
ダ
イ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

皇
學
館
中
　
河
俣
真
由

動
物
好
き
の
わ
た
し
に
と

っ
て
、
パ
ラ
ダ
イ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
は
最
高
の
場
所
だ
っ

た
。
コ
ア
ラ
を
近
く
で
見
れ

た
こ
と
、
カ
ン
ガ
ル
ー
の
餌

付
け
を
し
た
こ
と
、
子
羊
に

ミ
ル
ク
を
あ
げ
た
こ
と
な
ど
、

日
本
で
は
体
験
で
き
な
い
こ

と
が
た
く
さ
ん
で
き
た
。
羊

の
毛
刈
り
も
初
め
て
見
て
ド

キ
ド
キ
し
た
。
羊
の
中
に
は

毛
が
自
然
に
抜
け
て
い
く
も

の
も
い
て
驚
い
た
。

８
月
26
日

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の

一
日

二
見
中
　
平
野
将
崇

朝
か
ら
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
の
人
た
ち
と
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
を
し
に
海
ま
で
行
っ
た
。

そ
の
後
、
い
ろ
い
ろ
な
海
に

行
っ
て
、
エ
レ
フ
ァ
ン
ト
ロ

ッ
ク
と
い
う
岩
に
も
登
っ
た
。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ザ
ー
の
双
眼
鏡

を
借
り
て
海
を
見
た
ら
、
ク

ジ
ラ
が
見
え
て
ラ
ッ
キ
ー
だ

っ
た
。

８
月
27
日

日
本
へ
帰
国

五
十
鈴
中
　
小
堀
も
も

ブ
リ
ス
ベ
ン
の
ホ
テ
ル
か

ら
バ
ス
で
空
港
へ
向
か
う
。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
オ
ー

ル
セ
イ
ン
ツ
校
を
思
い
出
す

と
少
し
胸
が
痛
か
っ
た
。
飛

行
機
の
中
で
も
思
い
出
し
た

り
、
み
ん
な
と
い
ろ
ん
な
話

を
し
た
り
し
た
。
日
本
に
着

い
た
ら
、
日
本
語
ば
か
り
の

世
界
は
逆
に
ど
こ
か
新
鮮
で

う
れ
し
か
っ
た
。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に

つ
い
て

小
俣
中
　
音
野
泰
佑

僕
が
お
世
話
に
な
っ
た
の

は
、
タ
ル
ボ
ッ
ト
サ
ン
ダ
ー

ス
さ
ん
一
家
だ
っ
た
。
母
親

の
ジ
ャ
ッ
キ
ー
は
と
て
も
親

切
で
、
日
本
語
で
分
か
ら
な

い
と
こ
ろ
も
理
解
し
て
く
れ

た
。
子
ど
も
の
ハ
リ
ソ
ン
と

モ
ー
ガ
ン
は
と
て
も
元
気
で

わ
ん
ぱ
く
で
、
毎
日
、
サ
ッ

カ
ー
・
ラ
グ
ビ
ー
な
ど
を
し

て
遊
ん
だ
。
そ

う
す
る
こ
と
で

ど
ん
ど
ん
仲
良

く
な
っ
た
の

で
、
別
れ
る
時

は
と
て
も
さ
み

し
か
っ
た
。

研
修
を
終
え
て

皇
學
館
中
　
増
田
実
咲

不
安
で
い
っ
ぱ
い
の
中
で

出
発
し
、
何
も
か
も
が
初
め

て
の
体
験
で
す
ご
く
戸
惑
っ

た
。
で
も
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
な
ど
と
過
ご
す
う
ち
に
、

外
見
が
違
っ
て
も
、
考
え
て

い
る
こ
と
は
一
緒
だ
と
感
じ
、

不
安
は
知
ら
な
い
う
ち
に
消

え
て
し
ま
っ
た
。

色
々
な
こ
と
に
挑
戦
で
き

て
本
当
に
行
っ
て
良
か
っ
た

な
と
思
っ
た
。
も
っ
と
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
に
居
た
か
っ
た
。

小
俣
中
　
藤
波
か
お
り

英
語
を
も
っ
と
身
近
に
感

じ
た
い
と
思
い
こ
の
研
修
に

参
加
し
た
が
、
英
語
の
面
だ

け
で
は
な
く
、
日
常
的
な
面

で
も
気
付
か
さ
れ
た
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
っ
た
。
研
修
を

通
し
て
た
く
さ
ん
の
課
題
を

見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
い
ろ
ん
な
人
と
接
す

る
こ
と
は
本
当
に
大
切
だ
と

思
っ
た
。

現地の学生と
の交流（楽器

演奏）
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る 

知 

る 

知 

備 

え 

る 

備 

え 

る 行
動 

す 

る 

行
動 

す 

る 

シ
リ
ー
ズ
防
災

シ
リ
ー
ズ
防
災 

シ
リ
ー
ズ
防
災 

対
す
る
心
構
え
も
で
き
、
い
ざ

と
い
う
と
き
に
冷
静
な
行
動
が

と
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

地
震
の
被
害
を
最
小
限
に
す

る
た
め
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
の

備
え
が
大
切
で
す
。

自
分
の
身
の
安
全
・
家
族
の

安
全
・
ま
ち
の
安
全
を
、
み
ん

な
で
考
え
ま
し
ょ
う
。

地
震
は
い
つ
、
ど
こ
で
起
こ

る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
地
震
が

起
こ
っ
て
も
慌
て
な
い
よ
う
に
、

月
に
一
度
は
、
家
族
で
話
し
合

っ
た
り
、
訓
練
を
し
た
り
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

そ
う
す
る
こ
と
で
、
災
害
に

●

消
火
器
の
使
い
方
を
覚
え
て

お
く

避
難
場
所
・
連
絡
方
法
の
確
認

●

避
難
場
所
や
家
族
が
離
れ
離

れ
に
な
っ
た
と
き
の
連
絡
方
法

を
確
認
す
る

●

休
日
な
ど
を
利
用
し
、
自
宅

か
ら
避
難
場
所
ま
で
の
避
難
経

路
を
確
認
す
る

危
険
個
所
の
確
認

●

家
の
内
外
の
危
険
個
所
を
チ

ェ
ッ
ク
す
る

●

危
険
個
所
は
、
修
理
や
補
強

方
法
に
つ
い
て
話
し
合
う

防
災
会
議
の
テ
ー
マ
（例）

役
割
分
担
を
決
め
る

●

地
震
発
生
時
の
役
割
（
火
の

元
や
電
気
器
具
の
管
理
を
す
る

人
、
非
常
持
ち
出
し
袋
を
持
ち

出
す
人
な
ど
）
を
決
め
る

非
常
持
ち
出
し
品
の
確
認

●

必
要
な
持
ち
出
し
品
が
そ
ろ

っ
て
い
る
か
を
確
認
す
る

●

保
存
状
態
や
使
用
期
限
を
点

検
す
る

防
災
用
具
な
ど
の
確
認

●

消
火
器
・
バ
ケ
ツ
・
救
急
箱

な
ど
の
置
き
場
所
を
確
認
す
る

地
震
へ
の
備
え

〜
家
族
で
開
こ
う
、
防
災
会
議
〜

危
機
管
理
課
（
1
@1
５
５
２
３
）

ご
み
の
出
し
方
の
お
願
い

残
念
な
こ
と
に
、
最
近
、
ご

み
の
出
し
方
が
悪
く
な
っ
て
き

て
い
る
の
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
の

推
進
、
ま
た
、
危
険
物
の
混
入

に
よ
る
危
険
防
止
の
た
め
、
ご

み
出
し
の
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
を

守
っ
て
く
だ
さ
い
。

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
お
い

て
、
レ
ジ
袋
の
辞
退
率
が
８
割

を
超
え
、
順
調
な
ス
タ
ー
ト
を

切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
、
辞
退
率
の
割
合
を

維
持
し
、
地
球
温
暖
化
防
止
と

循
環
型
社
会
構
築
の
た
め
、
皆

さ
ん
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

●

燃
え
る
ご
み
は
、
伊
勢
市
指

定
ご
み
袋
に
入
れ
、
中
身
が
確

認
で
き
る
よ
う
に
し
て
出
す（
中

身
全
体
を
新
聞
・
チ
ラ
シ
・
段

ボ
ー
ル
な
ど
で
く
る
ま
な
い
）

●

燃
え
る
ご
み
の
中
に
、
資
源

物
を
入
れ
な
い

※
カ
ラ
ス
対
策
に
は
、
ふ
た
付

き
バ
ケ
ツ
・
ネ
ッ
ト
な
ど
を
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

レ
ジ
袋
有
料
化
　

順
調
に
ス
タ
ー
ト

９
月
21
日
か
ら
、
市
内
の
多

く
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
、

レ
ジ
袋
有
料
化
が
始
ま
り
ま
し

た
。開

始
当
日
は
、
伊
勢
市
駅

前
・
宇
治
山
田
駅
前
で
、
街
頭

啓
発
を
実
施
し
ま
し
た
。

有
料
化
を
実
施
し
た
直
後
の

状
況
は
、
市
内
の
ほ
と
ん
ど
の

資源物を混ぜないで！資源物を混ぜないで！資源物を混ぜないで！資源物を混ぜないで！資源物を混ぜないで！資源物を混ぜないで！資源物を混ぜないで！資源物を混ぜないで！資源物を混ぜないで！資源物を混ぜないで！資源物を混ぜないで！資源物を混ぜないで！資源物を混ぜないで！資源物を混ぜないで！資源物を混ぜないで！資源物を混ぜないで！資源物を混ぜないで！

新聞などでくるまないで！新聞などでくるまないで！新聞などでくるまないで！新聞などでくるまないで！新聞などでくるまないで！新聞などでくるまないで！新聞などでくるまないで！新聞などでくるまないで！新聞などでくるまないで！新聞などでくるまないで！新聞などでくるまないで！新聞などでくるまないで！新聞などでくるまないで！新聞などでくるまないで！新聞などでくるまないで！新聞などでくるまないで！新聞などでくるまないで！

ご
み
ゼ
ロ
の
ま
ち

ご
み
ゼ
ロ
の
ま
ち 
め
ざ
せ
！

め
ざ
せ
！ 

ご
み
ゼ
ロ
の
ま
ち

ご
み
ゼ
ロ
の
ま
ち 
め
ざ
せ
！

め
ざ
せ
！ 

ご
み
ゼ
ロ
の
ま
ち 
め
ざ
せ
！ 

資
源
循
環
課
（
1
@1
５
５
４
３
）

！
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市
内
の
中
学
生
13
人
が
、
８

月
19
日
〜
27
日
に
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
・
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト

市
を
訪
れ
ま
し
た
。

充
実
し
た
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
中
に
は
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ
文
化

と
の
出
会
い
も
あ
り
ま
し
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
は
、18
世

紀
末
に
イ
ギ
リ
ス
人
が
移
り
住

む
以
前
か
ら
、
先
住
民
族
の
ア

ボ
リ
ジ
ニ
が
住
ん
で
い
ま
し
た
。

ア
ボ
リ
ジ
ニ
は
、
約
１
万
年

前
に
こ
の
地
に
や
っ
て
来
た
民

族
と
言
わ
れ
、
褐
色
の
肌
、
黒

色
の
ゆ
る
い
波
状
毛
、
濃
い
ひ

げ
と
体
毛
、
高
い
眼
窩

が

ん

か

、
平
た

く
広
が
っ
た
鼻
翼

び

よ

く

を
特
徴
と
し

て
い
ま
す
。

１
７
８
０
年
代
に
は
約
30
万

人
が
住
ん
で
い
た
よ
う
で
す
が
、

１
９
３
０
年
代
に
は
約
５
万
人

ま
で
減
少
し
、
現
在
は
約
20
万

人
に
回
復
し
て
い
ま
す
。

部
族
ご
と
に
聖
地
が
あ
り
、

そ
の
１
つ
、
一
枚
岩
の
ウ
ル
ル

（
エ
ア
ー
ズ
ロ
ッ
ク
）に
は
、
日

本
か
ら
も
大
勢
の
観
光
客
が
訪

れ
て
い
ま
す
。

生
徒
た
ち
は
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ

セ
ン
タ
ー
で
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の

職
員
か
ら
、
歴
史
・
道
具
・
楽

器
（
デ
ィ
ジ
ャ
リ
デ
ュ
ー
）
・

狩
猟
方
法
（
ブ
ー
メ
ラ
ン
）
な

ど
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
ま

た
、
実
演
の
部
で
は
、
遠
く
に

い
る
仲
間
に
情
報
を
発
信
す
る

方
法
を
学
び
ま
し
た
。
生
徒
も

挑
戦
し
ま
し
た
が
、
見
た
目
以

上
に
難
し
か
っ
た
よ
う
で
す
。

現
地
の
学
校
で
は
、
別
の
ア

ボ
リ
ジ
ニ
か
ら
芸
術
を
学
ぶ
機

会
が
あ
り
ま
し
た
。
カ
ン
ガ
ル

ー
の
絵
に
、
白
い
ペ
イ
ン
ト
で

格
子
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。
ア

ボ
リ
ジ
ニ
と
中
学
生
全
員
が
共

同
制
作
し
た
絵
画
は
素
晴
ら
し

い
出
来
栄
え
で
、
現
在
、
市
役

所
本
館
・
１
階
市
民
ホ
ー
ル
に

展
示
し
て
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
参
加
し
た
中

学
生
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
体
験

だ
け
で
な
く
、
先
住
民
族
の
歴

史
や
文
化
に
触
れ
る
と
い
う
貴

重
な
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

現
在
、
中
学
校
の
英
語
の
教

科
書
に
は
、
世
界
各
国
の
文
化

を
紹
介
す
る
教
材
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
小
・
中
学

校
の
社
会
科
の
授
業
で
は
、
日

本
の
先
住
民
族
「
ア
イ
ヌ
」
に

つ
い
て
も
学
び
ま
す
。

教
育
基
本
法
に
、
次
の
よ
う

な
記
述
が
あ
り
ま
す
。
│
│
「
伝

統
と
文
化
を
尊
重
し
、
そ
れ
ら

を
は
ぐ
く
ん
で
き
た
我
が
国
と

郷
土
を
愛
す
る
と
と
も
に
、
他

国
を
尊
重
し
、
国
際
社
会
の
平

和
と
発
展
に
寄
与
す
る
態
度
を

養
う
こ
と
」。

産
業
や
観
光
な
ど
の
華
や
か

な
面
だ
け
に
心
を
奪
わ
れ
る
の

で
は
な
く
、
先
住
民
族
の
文
化

や
人
権
に
も
配
慮
で
き
る
、
国

際
的
な
視
野
を
持
っ
た
人
材
が
、

伊
勢
市
に
も
育
っ
て
い
く
こ
と

を
願
い
ま
す
。

尾
崎
行
雄

ゆ

き

お

（
咢
堂
）は
、
伊
勢

の
生
ま
れ
で
は
な
く
、１
８
５
８

（
安
政

あ

ん

せ

い

５
）年
、
現
在
の
神
奈
川

県
相
模
原
市
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

で
は
、
彼
と
伊
勢
に
は
、
ど

の
よ
う
な
つ
な
が
り
が
あ
っ
た

の
で
し
ょ
う
。

咢
堂
が
伊
勢
を
訪
れ
た
の
は
、

官
吏
で
あ
っ
た
父
の
転
任
に
伴

っ
て
の
こ
と
で
し
た
。
13
歳
か

ら
の
約
２
年
間
を
、
外
宮
近
く

の
英
学
校（
旧
豊
宮
崎
文
庫
）で

学
び
ま
し
た
。

え
え
と
こ 

　
知
っ
と
こ 

え
え
と
こ 

　
知
っ
と
こ 

伊
勢
伊
勢
の
文
化
探
訪
探
訪
シ
リ
ー
ズ 

伊
勢
の
文
化
探
訪
シ
リ
ー
ズ 

文
化
振
興
課

文
化
振
興
課 

文
化
振
興
課
（
1
　
７
８
８
４
） 

尾
崎
咢
堂

が
く
ど
う

記
念
館

尾崎咢堂の銅像

ア
ボ
リ
ジ
ニ
と
の
出
会
い

〜
豪
州
中
学
生
派
遣
交
流
事
業
よ
り
〜

人権シリーズ（№22） 

一人ひとりが一人ひとりが 
輝くために輝くために 
一人ひとりが 
輝くために 

人権政策課

（1@15546）

そ
の
後
、
退
官
し
た
父
が
伊

勢
で
暮
ら
し
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、31
歳
の
咢
堂
は
、政
治
家
を

志
し
て
、
こ
の
地
域
か
ら
第
１

回
衆
議
院
議
員
選
挙
に
出
馬
し

ま
す
。

熱
烈
な
地
元
住
民
の
支
持
を

受
け
、
94
歳
ま
で
の
63
年
間
、

衆
議
院
議
員
に
連
続
25
回
当
選

と
い
う
偉
業
を
達
成
し
ま
し
た
。

尾
崎
咢
堂
記
念
館
に
は
、
当

時
、
咢
堂
を
欧
米
に
行
か
せ
る

た
め
に
餞
別

せ

ん

べ

つ

を
渡
し
た
人
の
名

簿
や
、
咢
堂
が
支
持
者
に
送
っ

た
礼
状
な
ど
も
展
示
し
て
あ
り

ま
す
。

真
の
民
主
政
治
と
世
界
平
和

の
実
現
の
た
め
に
命
懸
け
で
活

動
し
た
咢
堂
と
、「
憲
政
の
神
」

と
た
た
え
ら
れ
た
咢
堂
の
姿
に

心
を
打
た
れ
て
懸
命
に
支
え
て

き
た
伊
勢
の
住
民
と
の
温
か
い

心
の
つ
な
が
り
を
、
尾
崎
咢
堂

記
念
館
で
感
じ
取
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
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協
働
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

最
近
、
地
方
行
政
の
中
で
盛

ん
に
協
働
と
い
う
言
葉
を
聞
く

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

地
域
自
治
の
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
く
中
で
、
行
政
だ

け
で
な
く
市
民
も
一
緒
に
考
え
、

と
も
に
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ

て
い
く
こ
と
が
、
一
番
効
率
が

良
い
と
い
う
考
え
か
ら
、
使
わ

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

協
働
っ
て
何
？

さ
て
、
こ
の
協
働
と
い
う
言

葉
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
定
義
が

あ
り
ま
す
。

英
語
で
は
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
と
い
い
、
芸
術
の
世
界
で
、

異
質
の
物
が
一
緒
に
な
っ
て
１

つ
の
作
品
を
作
る
場
合
に
使
わ

れ
て
き
ま
し
た
。

「
協
働
」
や
「
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ

ョ
ン
」
と
い
う
言
葉
は
、
何
か

を
成
し
遂
げ
る
と
い
う
意
味
合

い
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
一
般
的
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ

は
、
単
に
安
価
な
委
託
先
に
な

っ
た
り
、
補
助
金
が
削
減
さ
れ

た
り
し
て
い
る
た
め
、
協
働
の

環
境
整
備
が
以
前
よ
り
厳
し
く

な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
は
協
働
と
い
う
言
葉

の
意
味
を
ど
う
考
ま
す
か
？

市
民
と
行
政
が
一
緒
に

公
共
を
考
え
る
こ
と
だ
よ

市
民
と
行
政
が

対
等
な
立
場
で
…

協
働
っ
て
難
し
い
言
葉

み
た
い
で
す

協
働
っ
て
何
だ
ろ
う
？

パルティ4コマ劇場

青
春
キ
ネ
マ
館
＆
キ
ッ
ズ
シ

ア
タ
ー
実
行
委
員
会
は
、
日
本

映
画
の
懐
か
し
い
作
品
と
、
親

子
で
楽
し
め
る
ア
ニ
メ
映
画
な

ど
の
上
映
会
を
、
１
年
に
つ
き

数
回
、伊
勢
進
富
座（
曽
祢
２
丁

目
８
│

27
）
で
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
19
年
に
は
、
名
張
市
在

住
の
映
画
監
督
・
田
中
徳
三
さ

ん
の
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
や
、
子

ど
も
を
対
象
と
し
た
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
行
い
、
今
後
は
イ
ベ

ン
ト
に
も
力
を
入
れ
て
い
く
予

定
で
す
。

自
主
上
映
会
の
会
場
が
映
画

館
と
い
う
の
は
、
全
国
で
も
珍

し
い
こ
と
で
す
。
わ
た
し
た
ち

が
あ
く
ま
で
も
映
画
館
で
の
上

映
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
理
由
は
、

映
画
館
が
、
町
の
文
化
サ
ロ
ン

で
あ
っ
た
頃
の
機
能
を
取
り
戻

し
、
ま
ち
づ
く
り
の
要
点
に
な

っ
て
欲
し
い
た
め
で
す
。

そ
し
て
何
よ
り
も
、
大
き
な

ス
ク
リ
ー
ン
で
、
み
ん
な
で
一

緒
に
映
画
を
見
る
楽
し
み
を
思

い
出
し
て
欲
し
い
、
ま
た
は
、

知
っ
て
欲
し
い
の
で
す
。

あ
る
映
画
監
督
に
「
映
画
を

撮
る
時
に
、
ど
の
媒
体
で
見
る

こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
い
ま
す

か
」
と
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
彼

は
「
も
ち
ろ
ん
、
映
画
館
の
大

き
な
ス
ク
リ
ー
ン
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
『
絵
』
を
決
め
て
い
ま
す
」

と
即
答
し
ま
し
た
。

作
り
手
が
イ
メ
ー
ジ
し
た
通

り
の
映
画
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
の
は
映
画
館
だ
け
で
す
。

ぜ
ひ
、
あ
な
た
も
映
画
館
に

遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
わ
た
し
た
ち
の
活
動

に
興
味
が
あ
る
人
は
、
お
気
軽

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

パ
ル
テ
ィ
い
せ
情
報

パ
ル
テ
ィ
い
せ
情
報

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

No.12

1
@0
４
３
８
５

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh

ttp
:/
/
sk
c
.e
-ise
.n
e
t/

Ｅ
メ
ー
ル

sk
c
@
e
-ise
.n
e
t

青
春
キ
ネ
マ
館
＆
キ
ッ
ズ
シ
ア
タ
ー
実
行
委
員
会

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

た
だ
い
ま
活
躍
中
！

（
1
@3
０
８
３
９
）

子どもたちに映像の映り方を説明し
ている様子

協働 
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と
き

①
11
月
７
日
（水）
・
午
後

１
時
〜
２
時
30
分
、
②
11
月
26

日
（月）
・
午
後
１
時
〜
２
時
30
分

と
こ
ろ

①
小
俣
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
、
②
中
央
保
健
セ

ン
タ
ー

対
象

市
内
在
住
で
、
今
年
度

ま
だ
受
診
し
て
い
な
い
人

検
診
内
容

医
師
に
よ
る
頸
部

検
診

健
康
づ
く
り
通
信

健
康
づ
く
り
通
信 

健
康
づ
く
り
通
信 

〜
み
ん
な
笑
顔
　
伊
勢
の
元
気
人
〜 

健
康
課
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
　
２
４
３
５
、
FAX
　
０
６
８
３
）

小
俣
保
健
セ
ン
タ
ー
　
　
　
（
1
　
７
８
７
０
、
FAX
　
９
８
４
４
）

二
見
総
合
支
所
福
祉
健
康
課
（
1
　
１
１
１
３
、
FAX
　
３
７
５
４
）

御
薗
総
合
支
所
福
祉
健
康
課
（
1
　
０
２
３
５
、
FAX
　
２
４
０
４
）

27

21

22

25

42

43

22

28

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
平
日
・
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

〈
参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
〉

ヘルスメイト料理講習会

と　き

11月13日（火）

11月16日（金）

11月17日（土）

11月26日（月）

11月28日（水）

ところ 定員
（先着順）

小俣保健センター

ハートプラザみその

福祉健康センター

三津コミュニティセンター

福祉健康センター

35人

30人

30人

20人

30人

子
宮
が
ん
検
診

乳
が
ん
検
診

と
き
・
と
こ
ろ
・
定
員

左
表

の
と
お
り

対
象

市
内
在
住
の
人

テ
ー
マ

骨
粗
し
ょ
う
症
予
防

参
加
費

３
０
０
円（
当
日
持
参
）

持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

米
１／２
カ
ッ
プ

申
し
込
み

11
月
２
日
（金）
か
ら
、

電
話
ま
た
は
FAX
で
健
康
課
へ

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
料
理
講
習
会

申
し
込
み

11
月
１
日
（木）
か
ら
、

電
話
ま
た
は
FAX
で
健
康
課
へ

※
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
や
シ
リ
コ

ン
が
入
っ
て
い
る
人
、授
乳
中
・

妊
娠
中
ま
た
は
妊
娠
の
可
能
性

が
あ
る
人
は
、
受
診
を
避
け
て

く
だ
さ
い
。

と
き

11
月
７
日
（水）
・
①
午
前

10
時
〜
11
時
・
②
午
後
１
時
〜

２
時
30
分
、
11
月
26
日
（月）
・
③

午
前
10
時
〜
11
時
・
④
午
後
１

時
〜
２
時
30
分

と
こ
ろ

①
宮
前
保
健
福
祉
会

館
、②
小
俣
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
、③
④
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象

市
内
在
住
で
、
今
年
度

ま
だ
受
診
し
て
い
な
い
人

検
診
内
容

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー

（
乳
房
の
Ｘ
線
撮
影
）

定
員

①
③
45
人
、
②
④
50
人

（
い
ず
れ
も
先
着
順
）

料
金

１
１
０
０
円
（
当
日
持

参
、
70
歳
以
上
は
無
料
）

持
ち
物

バ
ス
タ
オ
ル

※いずれも時間は、午前９時30分～午後１時です。

定
員

各
70
人
（
先
着
順
）

料
金

１
２
０
０
円
（
当
日
持

参
、
70
歳
以
上
は
無
料
）

申
し
込
み

11
月
１
日
（木）
か
ら
、

電
話
ま
た
は
FAX
で
健
康
課
へ

今
年
で
３
回
目
を
迎
え
る「
伊

勢
志
摩
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」は
、
伊

勢
志
摩
地
域
へ
の
さ
ら
な
る
誘

客
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
10

月
か
ら
半
年
間
、
地
域
の
皆
さ

ん
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
回
は
、「
神
宮
」
を
メ
イ
ン

テ
ー
マ
と
し
て
、
神
宮
関
連
行

事
や
イ
ベ
ン
ト
を
中

心
に
展
開
し
て
お
り
、

伊
勢
志
摩
の
魅
力
で

あ
る
「
食
」「
自
然
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
イ

ベ
ン
ト
や
参
加
型
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
も
多
数

あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

観光企画課（1@15565）

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
近
鉄
主

要
駅
、
伊
勢
市
・
鳥
羽
市
・
志
摩

市
の
観
光
案
内
所
、
観
光
企
画

課
で
無
料
配
布
し
て
い
ま
す
。

友
人
・
知
人
に
伊
勢
志
摩
を

紹
介
す
る
た
め
の
情
報
や
、
地

元
の
人
で
も
使
え
る
お
得
な
情

報
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

ま
た
、
伊
勢
志
摩
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http

://

w
w
w
.u
m
ash
i-ku
ni.jp
/

）
も
情

報
満
載
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
先

伊
勢
志
摩
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実

行
委
員
会
事
務
局
〈
（社）
伊
勢
志

摩
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
機
構

内
〉（
1
$4
０
８
０
０
）

始
ま
っ
て
い
ま
す
！

み
ん
な
で
盛
り
上
げ
よ
う

伊
勢
志
摩
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

10月1日～平成20年３月31日
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結
核
は
、近
年
で
も
、高
齢
者

を
中
心
に
発
症
し
て
い
ま
す
。早

期
発
見
の
た
め
に
も
、ぜ
ひ
、こ

の
検
診
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
喀
痰

か

く

た

ん

検
査
は
、
肺
の

入
口
付
近
に
で
き
る
肺
が
ん
の

早
期
発
見
に
有
効
で
す
。
痰た

ん

が

出
や
す
く
、
喫
煙
指
数
（
１
日

の
喫
煙
本
数
×
喫
煙
年
数
）
が

６
０
０
以
上
の
人
、
ま
た
は
、

６
カ
月
以
内
に
血
痰
が
あ
っ
た

人
は
、
受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

と
き
・
と
こ
ろ

下
表
の
と
お
り

対
象

満
65
歳
以
上
で
、
今
年

度
ま
だ
受
診
し
て
い
な
い
人

料
金

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
…
１
０

０
円
、
喀
痰
検
査
…
８
０
０
円

（
た
だ
し
満
70
歳
以
上
は
い
ず

れ
も
無
料
）

持
ち
物

健
康
手
帳
（
持
っ
て

い
る
人
）、着
脱
し
や
す
い
服
装

（
湿
布
な
ど
は
は
が
し
て
お
く
）

結
果
通
知

約
１
カ
月
後
、
受

診
者
全
員
に
通
知
し
ま
す

65
歳
以
上
の
人
を
対
象
と
す
る

検
診
車
に
よ
る

結
核
・
肺
が
ん
集
団
検
診

健康づくり通信健康づくり通信 健康づくり通信 

と　き 

11月06日（火） 

11月08日（木） 

11月09日（金） 

11月12日（月） 

11月13日（火） 

11月14日（水） 

9：00～09：50 

10：05～10：35 

10：50～11：20 

13：00～13：30 

13：45～14：15 

14：30～15：00 

15：15～15：55

市役所本館裏駐車場 

楠部町公民館 

中村町公民館 

大湊小学校 

神社小学校 

小木町公民館 

船江会館 

9：00～09：30 

9：45～10：25 

10：40～11：30 

13：00～13：40 

13：55～14：45 

15：00～15：50

松倉農村公園横 

ゆたか荘横（掛橋） 

小俣農村環境改善センター 

南本町公民館 

旧ＪＡ倉庫跡（上久保） 

湯田公民館 

9：00～09：30 

9：45～10：15 

10：30～10：50 

11：05～11：35 

13：00～13：50 

14：05～14：55 

15：15～16：05

宮前保健福祉会館 

六軒屋公民館 

西新村公民館 

東新村公民館 

小俣北部公民館 

近鉄明野駅南口前 

小俣保健センター 

9：00～09：30 

9：45～10：15 

10：40～11：10 

13：00～13：30 

13：50～14：20 

14：40～15：20

ＪＡ伊勢中央支店一色 

通町公民館前 

朝熊市民館 

城田地区コミュニティセンター 

坂東会館 

ＪＲ山田上口駅前 

9：00～09：40 

9：55～10：40 

10：55～11：30 

13：00～13：40 

13：55～14：35 

14：50～15：20

東本町公民館 

新出公民館 

大久保自治区公民館 

南部防災倉庫（第一部） 

中小俣公民館 

下小俣公民館 

9：00～09：50 

10：10～10：50 

11：05～11：35

福祉健康センター 

伊勢保健福祉事務所 

ＪＡ伊勢支店河崎 

結核・肺がん検診（予約は不要ですので、直接会場へお越しください） 

ところ と　き 

11月14日（水） 

11月15日（木） 

11月16日（金） 

11月19日（月） 

11月20日（火） 

13：00～13：40 

14：00～14：30 

14：50～15：30 

15：45～16：25

宇治公民館 

伊勢工業高等学校 

厚生小学校 

中島小学校 

9：00～09：20 

9：35～10：05 

10：20～10：55 

11：10～11：30 

13：00～13：40 

13：55～14：15 

14：30～14：50 

15：05～15：25 

15：40～16：00

二見健康管理増進センター（松下） 

江コミュニティセンター 

二見公民館 

三津コミュニティセンター 

今一色公民館 

西コミュニティセンター 

溝口会館 

山田原公民館 

光の街コミュニティセンター 

9：00～09：30 

9：45～10：15 

10：35～11：10 

13：00～13：30 

13：45～14：15 

14：35～15：00 

15：20～15：50

梅谷電器（旭町354-2） 

宮本地区コミュニティセンター 

旧ＪＡ伊勢うぐいす台 

旧ＪＡ伊勢矢持購買所 

横輪公民館 

沼木農村環境改善センター 

旧ＪＡ南部支店円座購買所 

9：00～09：50 新高公民館 

10：05～10：35
マンションフォレスト前 

（御薗高向566-2） 

10：50～11：30 

13：00～13：40 

13：55～14：25 

14：40～15：10 

15：30～16：00

ハートプラザみその 

新開公民館 

王中島公民館 

上條公民館 

おかげバス御薗小林バス停前 

9：00～09：30 

9：45～10：25 

10：40～11：10 

13：00～13：30 

13：50～14：20 

14：40～15：10 

15：30～16：00

修道幼稚園横 

桜木地蔵堂会所（桜木町35-2） 

五十鈴ヶ丘公民館 

豊浜東小学校 

豊浜西小学校 

有滝町民会館 

北浜地区コミュニティセンター 

ところ 



休日・夜間応急診療所（一次救急） 

問い合わせ：内科・小児科（1@58795） 
　　　　　　歯科（1@70829） 

診療日 診療時間 診療科目 当番医師 

夜間 

19：30～22：00

内　科 

小児科 
内　科 

昼間 

10：00～12：00

13：00～17：00

内　科 

小児科 
内　科 

小児科 

夜間 

19：30～22：00

歯　科 歯　科 

内　科 

小児科 

内　科 

小児科 

月曜日～土曜日 

日曜日・祝日 

休日・夜間の救急医療 

一
次
救
急 

二
次
救
急 

比較的軽症の場合…急病になったとき、救急車を呼ぶほどではないけれ 

　　　　　　　　　どすぐに治療を受けたいときなど 

一次救急医療機関（かかりつけ医、休日・夜間応急診療所など） 

〈症　　状〉　 

 

〈医療機関〉 

重症の場合…一次救急医療機関から紹介されたとき、救急車で搬送され 

　　　　　　るときなど、緊急な治療や入院が必要なとき 

二次救急医療機関（山田赤十字病院、伊勢総合病院） 

※当番日を決め、交代で対応しています。 

〈症　　状〉　 

 

〈医療機関〉 

※重症の人や、右表の診療時間以外・診療科目以外で診療を受けたい人は、救急医療情報

センター(1　1199、音声自動案内10800－100－1199、24時間受け付け）または医療

ネットみえのホームページ（http://www.qq.pref.mie.jp/）へ問い合わせてください。 
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主な相談など 

※対象は、伊勢保健福祉事務所が実施するものは県内在住の人、そのほかは市内在住の人です。 

内　容 と　き ところ 問い合わせ先 

子育て相談 

二見老人福祉センター 11月 6日 （火） 

11月 13日 （火） 中央保健センター 9：30～11：00

ハートプラザみその 11月 20日 （火） 13：30～15：00

小俣保健センター 11月 27日 （火） 

北浜地区コミュニティセンター 

城田地区コミュニティセンター 

11月 2日 （金） 

11月 16日 （金） 

中央保健センター 

成人健康相談 

保健師・保育士の子育て健康相談 
子育て健康相談、身長・体重測定、 

親子ふれあい遊びなど 

13：00～15：00

ハートプラザみその 

11月 1日 （木） 

13：30～14：30 

13：30～15：00

10：00～11：30

9：30～11：00 

11月 6日 （火） 

13：00～15：00

小俣保健センター 11月 7日 （水） 

8：45～11：00

中央保健センター 

県志摩庁舎 

11月 15日 （木） 

成人栄養相談（要予約） 

17：30～19：00

二見総合支所福祉健康課 

健康課 

御薗総合支所福祉健康課 

小俣保健センター 

健康課または 
きらら館（1　5592） 

健康課 

御薗総合支所福祉健康課 

小俣保健センター 

13：00～15：00 中央保健センター 健康課 

健康課 

伊勢保健福祉事務所 

（1　5148） 

11月 1日 （木） 

エイズ検査 

13：00～15：00

毎週火曜日 

毎月第2火曜日 
（11月13日） 

こころの健康相談（要予約） 11月 15日 （木） 

（ ） @2

@7

伊勢保健福祉事務所 

（県伊勢庁舎内） 

健康づくり通信健康づくり通信 健康づくり通信 

と
き

11
月
14
日
（水）
、
午
前
10

時
30
分
〜
正
午

と
こ
ろ

ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み
そ
の

離
乳
食
教
室

と
き
・
対
象
・
内
容

左
表
の

と
お
り

と
こ
ろ

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

定
員

各
30
人
程
度
（
先
着
順
）

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳

申
し
込
み

11
月
２
日
（金）
か
ら
、

電
話
ま
た
は
FAX
で
健
康
課
へ

パ
パ
と
マ
マ
の
教
室

認
知
症
を
楽
し
く
予
防

脳
活
性
化
教
室

（
２
日
間
コ
ー
ス
）

対
象

市
内
在
住
の
乳
児
（
生

後
６
カ
月
ま
で
）
の
保
護
者

内
容

離
乳
食
（
初
期
〜
中
期
）

の
お
話
と
試
食

定
員

30
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み

11
月
２
日
（金）
か
ら
、

電
話
ま
た
は
FAX
で
健
康
課
へ

認
知
症
の
中
に
は
、
毎
日
の

生
活
を
改
善
す
る
こ
と
で
、
予

防
し
、
進
行
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

み
ん
な
で
楽
し
く
脳
を
イ
キ

イ
キ
さ
せ
る
こ
つ
を
学
び
ま
せ

ん
か
。

と
き

11
月
19
日
（月）
・
26
日
（月）
、

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象

市
内
在
住
の
65
歳
以
上

で
、
両
日
と
も
参
加
で
き
る
人

内
容

浜
松
二
段
階
方
式
に
よ

る
認
知
症
予
防
の
た
め
の
生
活

チ
ェ
ッ
ク
、
講
話
、
実
技
な
ど

定
員

30
人
（
先
着
順
）

持
ち
物

眼
鏡
（
必
要
な
人
）

申
し
込
み

11
月
２
日
（金）
か
ら
、

電
話
ま
た
は
FAX
で
健
康
課
へ

パパとママの教室
と　き 対　象 内　容

初妊婦と夫

～２人で赤ちゃんを迎えるために～

●沐浴
もくよく

実習

●妊婦模擬体験

●着せ替え体験

初妊婦

～これから始まる子育てについて～

●保健師のお話

●絵本の読み聞かせ

〈１日目〉
12月８日（土）
10：00～12：00

〈２日目〉
12月14日（金）
10：00～12：00
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図書館へ行こう！

伊勢図書館 小俣図書館
00 7 7

0 0 7 8

1
FAX

と　き 毎週土曜日、午後２時30分～

ところ １階・おはなしコーナー

と　き 11月22日（木）、午前11時～

ところ ２階・視聴覚室

と　き 11月11日（日）、午後１時30分～

ところ ２階・視聴覚室

内　容 「キャッツ＆ドッグス」（日本語吹き替え版）

と　き 11月18日（日）、午後２時～

ところ ２階・視聴覚室

内　容 講演「わかりやすい伊勢神宮ガイド～外宮

から内宮へ～」石垣仁久
よしひさ

さん（神宮司庁広

報室広報課係長）

定　員 50人（先着順）

申し込み 11月１日（木）から、直接・電話・ファクスで

同館へ

読んだ本の感想を絵に描いてみませんか。

募集期間 10月30日（火）～11月11日（日）

展示期間 11月22日（木）～12月５日（水）

展示場所 ２階・展示ホール

※画用紙は、同館カウンターで配布します。

と　き 11月６日（火）、午前10時～（受け付けは午前

９時50分～）

ところ ２階・視聴覚室

と　き 11月４日（日）、午後１時～２時30分

ところ ２階・視聴覚室

内　容 講演「感性のたねをまきながら～本の世

界で楽しもう～」

定　員 90人（先着順）

申し込み 直接・電話・ファクスで同館へ

★赤ちゃんおはなし会 11月８日（木）、午前11時～
★たんぽぽおはなし会 11月10日（土）、午後３時～
★ピッポの会・紙芝居 11月18日（日）、午前11時～
★図書館おはなし会＆おりがみ教室
（３歳児～小学生を対象に、おはなし会の後、簡単な折り紙教室を開催します）

11月24日（土）、午後３時～
※いずれも場所は、１階・おはなしのへやです。

と　き 11月17日（土）、午後２時～
ところ ２階・視聴覚室
内　容 人形アニメ「キティとミミィのあたら

しいかさ」ほか２本

★平山郁夫原画タペストリー展（同館所蔵品）
と　き 11月15日（木）～30日（金）、午前９時～午後

７時
ところ ２階・ギャラリー

と　き 11月18日（日）、午後２時～３時30分
ところ ２階・ホール
内　容 講演「絵本があってよかったな～親子で親

しむ絵本の世界～」
定　員 300人（先着順）
申し込み 11月２日（金）から、同館カウンターへ（整

理券を配布します）

★芸術に親しもう
美術・音楽・スポーツなどに関する図書を紹介
します。

★「内田麟太郎」特集
11月18日（日）に講演会を行う内田麟太郎さん（童
話作家）の図書を紹介します。

21

21

3 9 0 0

3 9 0 2

1
FAX

29

29

火曜日～金曜日…午前９時～午後７時

土曜日・日曜日・祝日…午前９時～午後５時

午前９時～午後７時

おはなし会

あかちゃんえほんのじかん

上映会

ふるさと文庫講演会

読書感想画を募集

施設利用抽選会（平成20年１月～３月分）

漆原智良
うるしばらともよし

講演会

おはなし会

開館時間 開館時間

上映会

ギャラリー展示

今月の特集コーナー

内田麟太郎講演会

11月 ○…休館日　□…おはなし会　☆…上映会 

日 月 火 水 木 金 土 

 

4 

11 

18 

25

 

5 

12 

19 

26

 

6 

13 

20 

27

 

7 

14 

21 

28

1 

8 

15 

22 

29

2 

9 

16 

23 

30

3 

10 

17 

24

11月 ○…休館日　□…おはなし会　☆…上映会 

日 月 火 水 木 金 土 

 

4 

11 

18 

25

 

5 

12 

19 

26

 

6 

13 

20 

27

 

7 

14 

21 

28

1 

8 

15 

22 

29

2 

9 

16 

23 

30

3 

10 

17 

24

図書館の利用者登録

伊勢図書館・小俣図書館を利用するために

は、それぞれの図書館で、利用者登録をする必

要があります。

利用者登録をしたいときは、住所が確認でき

るもの（免許証・健康保険証など）を持参し、

各図書館カウンターへ申請してください。
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市
営
住
宅
・

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
の

入
居
者
を
募
集

建
築
住
宅
課（
1
@1
５
５
９
７
）

高
齢
者
向
け
優
良
賃
貸

住
宅
の
入
居
者
を
募
集

社
会
福
祉
法
人
慈
恵

じ

け

い

会

（
1
#8
１
８
０
０
）

建
築
住
宅
課（
1
@1
５
５
９
７
）

募
集
募
集

募
集
住
宅

下
表
の
と
お
り

申
し
込
み
資
格

次
の
項
目
を

す
べ
て
満
た
す
こ
と

市
営
住
宅

●

市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
先

が
あ
り
、
住
宅
に
困
っ
て
い
る

●

夫
婦
（
婚
約
者
を
含
む
）
ま

た
は
親
子
を
主
体
と
し
、
同
居

予
定
家
族
が
あ
る
（
た
だ
し
、

高
齢
者
・
心
身
障
が
い
者
な
ど

政
令
で
定
め
る
人
に
つ
い
て

は
、
広
さ
が
３
Ｋ
以
下
の
住
宅

に
限
り
、
単
身
で
入
居
で
き
る

場
合
が
あ
り
ま
す
）

●

市
区
町
村
税
完
納
者
で
あ
る

●

収
入
基
準
月
額
が
20
万
円
以

下
（
就
学
前
の
子
ど
も
が
い
る

世
帯
・
高
齢
者
世
帯
・
心
身
障

害
が
い
者
世
帯
は
26
万
８
０
０

０
円
以
下
）
で
あ
る

募
集
住
宅

仲
林
マ
ン
シ
ョ
ン
正

邦
苑
竹
ヶ
鼻
（
竹
ヶ
鼻
町
１
９
８
）

構
造

中
層
耐
火
５
階
建

※
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
・
緊
急
通
報

装
置
の
設
置
、
内
装
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
、
耐
震
性
の
確
認
が

さ
れ
て
い
ま
す
。

部
屋
数

①
２
Ｄ
Ｋ
、
②
１
Ｄ
Ｋ

家
賃
月
額

①
８
万
５
０
０
０

円
、
②
７
万
５
０
０
０
円

敷
金

家
賃
の
３
カ
月
分

募
集
数

各
１
戸

申
し
込
み
資
格

60
歳
以
上
の

単
身
世
帯
・
夫
婦
世
帯
・
親
族

な
ど
の
同
居
世
帯
（
夫
婦
世
帯

の
場
合
は
、
ど
ち
ら
か
が
60
歳

以
上
で
あ
れ
ば
可
）

申
し
込
み
方
法

11
月
30
日
（金）

ま
で
に
、
同
会
へ

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽

選
と
な
り
ま
す
。

※
入
居
者
の
所
得
に
応
じ
て
、

家
賃
の
補
助
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

特
定
公
共
賃
貸
住
宅

●

夫
婦
（
婚
約
者
を
含
む
）
ま

た
は
親
子
を
主
体
と
し
、
同
居

予
定
家
族
が
あ
る

●

市
区
町
村
税
完
納
者
で
あ
る

●

収
入
基
準
月
額
が
20
万
円
〜

60
万
１
０
０
０
円
で
あ
る

申
し
込
み

11
月
５
日
（月）
〜
14

日
（水）
に
、
申
し
込
み
用
紙
（
11

月
１
日
（木）
か
ら
同
課
で
配
布
）

に
次
の
書
類
を
添
え
て
同
課
へ

●

平
成
18
年
分
所
得
証
明
書（
市

区
町
村
発
行
の
も
の
）

●

入
居
世
帯
員
全
員
の
住
民
票

の
写
し
（
本
籍
・
続
柄
記
載
の

も
の
）

●

市
区
町
村
税
完
納
証
明
書

●

そ
の
ほ
か
、
市
が
必
要
と
す

る
書
類

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽

選
と
な
り
ま
す
。

※
契
約
の
際
に
、
連
帯
保
証
人

が
２
人
必
要
で
す
。

※1　簡平…簡易耐火平屋建、簡2…簡易耐火2階建、中耐3…中層耐火3階建、中耐4…中層耐火4階建、中耐5…中層耐火5階建 
※2　いずれの建物も、耐震性が確認されています。 

市営住宅 【家賃月額は、所得などにより異なりますので、同課へ問い合わせてください】 

特定公共賃貸住宅（所得月額20万円以上の世帯向けに地方公共団体が供給する賃貸住宅） 【家賃月額：63,000円】 

倭Ｃ 

宮中横 

万所 

 
竹ヶ鼻第1 

竹ヶ鼻第2 

大湊 
 

旭 

西豊浜 

粟野 

朝熊第1 

朝熊第3

団地名（所在地） 

中耐5 

中耐3 

中耐3 
 

中耐4 

簡2 

中耐3
 

 

中耐4 

簡2 

簡平 

簡2 

簡2

構造※1

3DK 

2DK 

3DK 
 

3DK 

3K 

3DK 
 

2DK 

2DK 

2K 

3DK 

3DK

部屋数 

S61 

H14 

H12 
 

H9 

S58 

S48 
 

H10 

S53 

S44 

H5 

S60

建設年度 

有 

有 

有
 

 

有 

有 

無
 

 

有 

無 

無 

有 

無 

浴槽 

無 

有 

有
 

 

有 

無 

無 
 

有 

無 

無 

無 

無 

給湯 

水洗 

水洗 

水洗
 

 

水洗 

水洗 

水洗
 

 

水洗 

水洗 

くみ取り 

くみ取り 

くみ取り 

 

トイレ 

有料（1台） 

有料（1台） 

有料（1台）
 

 

有料（1台） 

無 

団地で管理
 

 

有料（1台） 

有料（1台） 

無 

有料（1台） 

有料（1台） 

水洗 有料（1台） 

駐車場 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1

募集数 

不可 

可 

不可 
 

不可 

可 

不可
 

 

可 

可 

可 

不可 

不可 

単身入居 

旭 

（倭町） 

（浦口4丁目） 

（辻久留3丁目） 
 

（竹ヶ鼻町） 

（神社港） 

（大湊町） 

 
（旭町） 

（西豊浜町） 

（粟野町） 

（朝熊町） 

（朝熊町） 

（旭町） 

団地名（所在地） 

中耐3

構造※1

3DK

部屋数 

H11

建設年度 

有 

浴槽 

有 

給湯 トイレ 駐車場 

2 

1 

2

募集数 

5階 

3階 

2階 

3階 

3階 

1階 

1階 

3階 

3階 

1階 

1階 

1階 

1階 

階数 

1階 

2階 

3階 

階数 
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対
象

11
月
１
日
現
在
、
市
内
在
住
で

20
歳
以
上
の
人

任
期

委
嘱
の
日
〜
２
年
間

内
容

下
水
道
施
設
の
整
備
計
画
な
ど
、

伊
勢
市
下
水
道
事
業
に
関
す
る
重
要
な

事
項
に
つ
い
て
調
査
･
審
議
し
ま
す

定
員

３
人
以
内

申
し
込
み

11
月
１
日
（木）
〜
30
日
（金）（
当

日
消
印
有
効
）に
、応
募
用
紙
・
レ
ポ
ー

ト
を
、
直
接
ま
た
は
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・

Ｅ
メ
ー
ル
で
同
課（
〒
516
│

8601
岩
渕
１
丁

目
７
│

29
、
FAX
@1
５
６
１
９
、
ア
ド
レ
ス

su
i-so
u
m
u
@
city
.ise.m

ie.jp

）へ

※
応
募
用
紙
は
、
同
課
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http

:/
/

w
w
w
.city.ise.m

ie.jp

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。

※
レ
ポ
ー
ト
は
、
「
下
水
道
に
関
す
る

思
い
〜
下
水
道
が
目
指
す
将
来
像
〜
」

に
つ
い
て
、１
２
０
０
字
程
度（
Ａ
４
用

紙
・
横
書
き
）
に
ま
と
め
た
も
の
を
作

成
し
て
く
だ
さ
い
。

選
考
方
法

選
考
会
議
で
書
類
審
査
を

行
い
ま
す
（
結
果
は
本
人
に
通
知
し
ま

す
）

県
で
は
、
災
害
時
に
、
困
難
な
状
況

に
あ
る
外
国
人
住
民
に
、
情
報
提
供
や

問
題
解
決
の
支
援
を
す
る
「
災
害
時
通

訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
募
集
し
ま
す
。

対
象

外
国
語
で
日
常
会
話
が
で
き
る

人（
言
語
は
問
い
ま
せ
ん
）で
、
研
修
会

に
参
加
で
き
る
人

申
し
込
み

11
月
１
日
（木）
〜
30
日
（金）
に
、

所
定
の
用
紙
を
、
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・

Ｅ
メ
ー
ル
で
同
財
団
（
〒
514
│

0009
津
市

羽
所
町
７
０
０
ア
ス
ト
津
３
階
、
FAX
津

０
５
９
・
２
２
３
・
５
０
０
７
、
ア
ド

レ
スm

ie
f@
m
ie
f.o
r.jp

）
へ

※
所
定
の
用
紙
は
、
同
財
団
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（h

ttp
:/
/
w
w
w
.m
ie
f.o
r.jp

）

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

研
修
会

と
き

１
月
末
〜
２
月

※
応
募
し
た
人
に
別
途
通
知
し
ま
す
。

災
害
対
策
事
例
説
明
会
（
希
望
者
の
み
）

と
き

12
月
５
日
（水）
・
午
後
（
時
間
は

未
定
）

と
こ
ろ

（財）
三
重
北
勢
地
域
地
場
産
業

振
興
セ
ン
タ
ー
（
四
日
市
市
安
島
１
丁

目
３
番
18
号
）

災
害
時
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

（財）
三
重
県
国
際
交
流
財
団

（
1
津
０
５
９
・
２
２
３
・
５
０
０
６
）

市
民
参
画
交
流
課
（
1
@1
５
５
４
９
）

地
場
産
業
展

工
芸
指
導
所
内
・
地
場
産
業
展
実
行
委

員
会
事
務
局
（
1
#8
１
１
６
０
）

伊
勢
市
下
水
道
事
業
審
議
会
の

委
員
を
募
集

上
下
水
道
総
務
課
（
1
@1
５
６
０
０
）

催
し
物

催
し
物

明
る
い
選
挙
推
進
運
動

白
ば
ら
の
集
い

選
挙
管
理
委
員
会
（
1
@1
５
６
３
５
）

観
光
文
化
会
館
自
主
事
業

K
O
B
U
D
O

│

古
武
道
│

〜
尺
八
・
チ
ェ
ロ
・
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
〜

観
光
文
化
会
館
（
1
@8
５
１
０
５
）

に
よ
る
演
奏

入
場
料

２
５
０
０
円
（
全
席
指
定
）

※
入
場
券
は
、
11
月
10
日
（土）
・
午
前
９

時
か
ら
、
観
光
文
化
会
館
・
喫
茶
ア
イ

ド
ル
・
相
可
屋
楽
器
店
・
村
林
楽
器
伊

勢
店
・
喫
茶
花
音
（
松
阪
市
民
文
化
会

館
内
）・
松
阪
村
林
楽
器
店（
午
前
10
時

〜
）・
神
戸
屋
楽
器
店
・
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ

（
午
前
10
時
〜
）
で
販
売
し
ま
す
。

と
き

12
月
６
日
（木）
、
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分

と
こ
ろ

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
北

館
（
シ
テ
ィ
ー
プ
ラ
ザ
）・
２
階
ホ
ー
ル

内
容

講
演
「
三
重
県
の
高
投
票
率
・

低
投
票
率
地
域
に
つ
い
て
」
荒
木
義
修

よ

し

の

ぶ

さ
ん
（
武
蔵
野
大
学
現
代
社
会
学
部
教

授
）、
選
挙
啓
発
ビ
デ
オ
上
映

と
き

平
成
20
年
２
月

３
日
（日）
、
午
後
３
時
〜

（
開
場
は
午
後
２
時
30
分
）

と
こ
ろ

観
光
文
化
会
館

内
容

藤
原
道
山
さ
ん

（
尺
八
）・
古
川
展
生
さ

ん（
チ
ェ
ロ
）・
妹
尾
武
さ
ん（
ピ
ア
ノ
）

人
権
・
平
和
・
環
境
展

浜
郷
支
所
内
・
浜
郷
学
区
同
和
教
育

推
進
連
絡
協
議
会
（
1
@2
４
８
８
０
）

と
き

11
月
10
日
（土）
、
午
前
９
時
〜
午

後
３
時

と
こ
ろ

浜
郷
小
学
校
・
１
階
教
室

内
容

人
権
・
平
和
・
環
境
に
関
す
る

資
料
や
写
真
の
展
示

〈
参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
〉

地
場
産
業
の
事
業
活
動
や
製
品
を
皆

さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。

と
き

11
月
３
日
（祝）
・
４
日
（日）
、
午
前

10
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ

県
営
サ
ン
ア
リ
ー
ナ

内
容

市
内
で
製
造
さ
れ
て
い
る
機
械
・

船
舶
・
電
気
機
器
・
家
具
・
建
具
・
表

具
・
伝
統
工
芸
品
な
ど
の
紹
介
、
ラ
ジ

オ
工
作
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
抽
選
会
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
の
自
治
組
織
の

活
動
例
と
、
災
害
時
に
も
役
立
っ
た
事

前
活
動
例
な
ど
を
紹
介
し
、
防
災
・
災

害
対
応
は
、
住
民
の
力
を
合
わ
せ
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
す
。

と
き

12
月
１
日
（土）
、
午
前
10
時
〜
11

時
45
分

と
こ
ろ

ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み
そ
の

内
容

講
演
「
災
害
と
自
治
組
織
」
木
村

拓
郎
さ
ん
（
（株）
社
会
安
全
研
究
所
所
長
）

申
し
込
み

電
話
で
同
課
へ

世
利
子
さ
ん
（
伊
勢
お
は
ら
い
町
会
議

世
話
人
）・
山
本
加
奈
子
さ
ん
（
島
の
旅

社
事
務
局
長
代
理
）

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー：

土
川
禮
子
さ
ん

（
名
古
屋
経
済
大
学
非
常
勤
講
師
）

●

健
康
体
操
の
体
験

定
員

約
１
５
０
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み

11
月
１
日
（木）
か
ら
、電
話
・

フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
同
室
（
FAX
@7

５
２
５
１
、
ア
ド
レ
スikenm
in@
p
ref.

m
ie.jp

）
へ

申
し
込
み

11
月
20
日
（火）
・
午
後
５
時

ま
で
に
、
住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
（
電

話
番
号
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
な
ど
）
を
、

電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
同
セ

ン
タ
ー
（
FAX
津
０
５
９
・
２
２
２
・
３

３
０
１
、
ア
ド
レ
スw

a
k
a
m
o
n
o
@

p
re
f.m
ie
.jp

）
へ

と
き

11
月
16
日
（金）
、
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分

と
こ
ろ

伊
勢
商
工
会
議
所
・
５
階
大

ホ
ー
ル

対
象

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
希
望
者
、

す
で
に
学
校
を
卒
業
し
て
い
る
未
就
職

者
、
中
・
高
年
齢
の
再
就
職
希
望
者

参
加
予
定
企
業

30
社
程
度

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

地
域
防
災
教
育
セ
ン
タ
ー
研
修

危
機
管
理
課
（
1
@1
５
５
２
３
）

文
化
振
興
・
人
権
フ
ォ
ー
ラ
ム

日
本
の
文
化
と
思
い
や
り
の
心

伊
勢
県
民
セ
ン
タ
ー
総
務
･
生
活
室

（
1
@7
５
１
１
８
）

と
き

11
月
25
日
（日）
、
午
後
１
時
30
分

〜
４
時

と
こ
ろ

県
営
サ
ン
ア
リ
ー
ナ
・
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
ル
ー
ム

内
容

●

舞
、
基
調
講
演
「
舞
人
　
西
川
ま
さ

子
　
妻
と
し
て
母
と
し
て
」
西
川
ま
さ

子
さ
ん
（
日
本
舞
踊
西
川
流
師
範
）

●

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
文
化

力
と
女
性
力
で
元
気
な
地
域
を
創
る
」

パ
ネ
ラ
ー：

西
川
ま
さ
子
さ
ん
・
前
田

若
者
の
就
労
を
考
え
る
親
向
け
セ
ミ
ナ
ー

う
ち
の
子
が
働
く
に
は

ど
う
し
た
ら
い
い
の
？

三
重
県
若
者
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

（
1
津
０
５
９
・
２
４
６
・
１
２
１
２
）

と
き

11
月
25
日
（日）
、
午
後
１
時
30
分

〜
４
時
30
分

と
こ
ろ

労
働
福
祉
会
館
・
３
階
第
２

会
議
室
（
勢
田
町
）

対
象

就
労
に
不
安
を
抱
え
た
若
者
の

親
・
家
族

内
容

若
者
の
就
労
に
向
け
て
、
親
な

ど
家
族
が
で
き
る
支
援
に
つ
い
て
考
え
、

ま
た
、
同
じ
課
題
を
持
つ
家
族
同
士
の

交
流
を
行
い
ま
す

講
師

浦
田
宗
昭
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

リ
ベ
ラ
ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ポ
ー
ト
理
事
）

定
員

30
人
程
度
（
先
着
順
）

就
職
面
接
会

伊
勢
商
工
会
議
所
（
1
@5
５
１
５
１
）

商
工
労
政
課
（
1
@1
５
５
６
８
）

障
が
い
者
就
職
面
接
会

伊
勢
公
共
職
業
安
定
所
（
1
@7
８
６
０
９
）

と
き

11
月
９
日
（金）
、
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分

と
こ
ろ

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
い
せ
ト

ピ
ア

対
象

障
が
い
の
あ
る
求
職
中
の
人

自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金

事
業

こ
ど
も
課
（
1
@1
５
５
６
１
）

母
子
家
庭
の
雇
用
の
安
定
と
就
職
の

促
進
を
図
る
た
め
、
自
立
支
援
の
教
育

訓
練
を
受
け
る
人
に
、
給
付
金
を
支
給

し
ま
す
。

対
象
者

市
内
に
住
所
を
有
す
る
母
子

家
庭
の
母
で
、
次
の
要
件
を
す
べ
て
満

た
す
人

●

児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る
か
、

同
程
度
の
所
得
水
準
に
あ
る

●

雇
用
保
険
法
に
よ
る
教
育
訓
練
給
付

を
受
け
る
資
格
が
な
い

●

受
け
よ
う
と
す
る
教
育
訓
練
が
、
適

職
に
就
く
た
め
に
必
要
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
る

対
象
講
座

●

雇
用
保
険
制
度
の
教
育
訓
練
給
付
の

指
定
教
育
訓
練
講
座

●

就
業
に
結
び
つ
く
可
能
性
の
高
い
講

座
で
、
国
が
定
め
る
も
の

支
給
額

支
払
っ
た
教
育
訓
練
経
費
の

10
分
の
２
（
上
限
額
10
万
円
、
４
０
０

０
円
以
下
は
支
給
し
ま
せ
ん
）

※
希
望
す
る
人
は
、
事
前
の
相
談
が
必

要
で
す
。
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宝
く
じ
助
成
で

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

市
民
参
画
交
流
課
（
1
@1
５
５
４
９
）

（財）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
平
成

19
年
度
宝
く
じ
普
及
広
報
事
業
の
助
成

を
受
け
、
次
の
と
お
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
活
性
化
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
も
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸

成
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

●

二
俣
１
丁
目
町
会

祭
り
用
具
購
入

●

鹿
海
町
自
治
会

視
聴
覚
機
器
購
入

●

黒
瀬
町
自
治
会

組
立
式
屋
外
ス
テ

ー
ジ
購
入

●

下
野
町
自
治
区

広
報
用
具
購
入

●

西
豊
浜
町
上
区
自
治
会

「
憩
い
の

場
」
設
置

●

藤
里
団
地
自
治
会

祭
り
用
具
購
入

三
重
県
交
通
災
害
共
済
は
、
三
重
県

が
事
業
主
体
の
任
意
保
険
で
す
。

万
一
の
と
き
に
備
え
、
皆
さ
ん
が
互

い
に
助
け
合
う
共
済
へ
の
加
入
を
お
勧

め
し
ま
す
。

平
成
20
年
分
の
加
入
申
込
書
は
、
11

月
上
旬
に
各
世
帯
へ
郵
送
し
ま
す
。

掛
け
金

１
人
に
つ
き
年
額
５
０
０
円

見
舞
金

最
高
１
２
０
万
円

申
し
込
み

加
入
申
込
書
と
掛
け
金
を
、

同
課
・
各
総
合
支
所
・
各
支
所
・
申
込
書
の

裏
面
に
記
載
し
て
あ
る
各
金
融
機
関
へ

三
重
県
交
通
災
害
共
済
に

加
入
を

交
通
政
策
課
（
1
@1
５
５
０
８
）

二
見
総
合
支
所
地
域
振
興
課
（
1
$2
１
１
１
１
）

小
俣
総
合
支
所
生
活
環
境
課
（
1
@2
７
８
６
１
）

御
薗
総
合
支
所
地
域
振
興
課
（
1
@2
０
２
３
５
）

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
・
１
階
は
あ
と
広
場

（
小
木
町
）

内
容

税
に
関
す
る
パ
ネ
ル
展
示
、
小
・

中
学
生
に
よ
る
書
道
・
作
文
の
展
示
、無

料
税
務
相
談
、
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
な
ど

賃
金
不
払
残
業
と
は
、時
間
外
労
働
・

休
日
労
働
を
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
割

増
賃
金
が
支
払
わ
れ
な
い
、
い
わ
ゆ
る

「
サ
ー
ビ
ス
残
業
」の
こ
と
で
、
労
働
基

準
法
に
違
反
す
る
行
為
で
す
。

長
時
間
に
わ
た
る
過
重
な
労
働
を
す

る
と
、
疲
労
が
蓄
積
し
、
脳
・
心
臓
疾

患
（
く
も
膜
下
出
血
・
脳
梗
塞

こ

う

そ

く

・
心
筋

梗
塞
な
ど
）
の
発
症
に
つ
な
が
る
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
。

賃
金
不
払
残
業
や
過
重
労
働
を
解
消

す
る
た
め
に
は
、
労
使
と
も
に
問
題
意

識
を
持
ち
、
協
力
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

全
国
一
斉
無
料
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

と
き

11
月
23
日
（祝）
、
午
前
９
時
〜
午

後
５
時

電
話
番
号

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２

０
・
８
９
７
・
２
８
３

税
を
考
え
る
週
間

伊
勢
税
務
連
絡
協
議
会（
1
@5
５
１
５
５
）

課
税
課
税
務
係
（
1
@1
５
５
３
０
）

と
き

11
月
17
日
（土）
・
18
日
（日）
、
午
前

10
時
〜
午
後
５
時
（
18
日
は
午
後
７
時

ま
で
）

と
こ
ろ

イ
オ
ン
ラ
ラ
パ
ー
ク
シ
ョ
ッ

11
月
は

過
重
労
働
・
賃
金
不
払
残
業

解
消
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月
間

三
重
労
働
局
監
督
課

（
1
津
０
５
９
・
２
２
６
・
２
１
０
６
）

ご
存
知
で
す
か
？

検
察
審
査
会

伊
勢
市
簡
易
裁
判
所
内
・
伊
勢
検
察
審
査
会

事
務
局
（
1
@8
３
１
３
５
）

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
1
@1
５
６
３
５
）

検
察
審
査
会
と
は
、
交
通
事
故
・
詐

欺
・
脅
し
な
ど
の
犯
罪
の
被
害
に
遭あ

い
、

警
察
や
検
察
庁
に
訴
え
た
が
、
検
察
官

が
そ
の
加
害
者
を
起
訴
し
な
い
場
合
に
、

「
調
べ
直
し
て
ほ
し
い
」と
の
申
し
立
て

に
基
づ
い
て
、
検
察
庁
か
ら
の
記
録
を

取
り
寄
せ
、
裁
判
に
か
け
た
方
が
良
い

か
ど
う
か
を
審
査
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

検
察
審
査
会
は
、
国
民
の
中
か
ら
選

ば
れ
た
検
察
審
査
員
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
ま
す
。

こ
の
検
察
審
査
員
の
選
定
の
た
め
、

各
市
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
事

前
に
検
察
審
査
員
候
補
者
を
選
定
す
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

選
定
は
、
選
挙
人
名
簿
を
基
に
し
て

公
平
な
「
く
じ
」
で
行
わ
れ
ま
す
。

検
察
審
査
員
候
補
者
や
検
察
審
査
員

に
選
ば
れ
た
場
合
は
、
民
意
を
検
察
制

度
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

下野町自治区

西
豊
浜
町
上
区
自
治
会

二俣１丁目町会

鹿海町自治会
藤
里
団
地
自
治
会 黒瀬町自治会
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ケーブルテレビ番組案内ケーブルテレビ番組案内 ケーブルテレビ番組案内 

分 番組 

11/5～11

0 

30 

40 

0 

20 

30

iTVニュース 

ひよこくらぶ 

このまちの昭和 

iTVニュース 

和を楽しむ 

鳥羽水族館 

新・水の惑星紀行 

分 番組 

11/12～18

0 

30 

40 

0 

20 

30 

46

iTVニュース 

探歩々隊 

すぽこん 

iTVニュース 

PET☆PET 

ぐるぐるグルメ2 番外編 

伊勢志摩の特産品 

奇
数
時
間 

偶
数
時
間 

分 番組 

11/19～25

0 

30 

40 

0 

20 

24 

30

iTVニュース 

ぐるぐるグルメ2 

日本の暮らしのぞき箱 

iTVニュース 

おかげ横丁だより 

サンアリーナ通信 

ＭＵＳＩＣ　ＪＡＭ 

分 番組 

11/26～12/2

0 

30 

40 

0 

20 

30 

42

iTVニュース 

MCTV遊味ing 

のんびりいこう 

iTVニュース 

イオン明和ケーブルナビ 

バラ組 

ＰＥＲＳＯＮＮＡ+12

奇
数
時
間 

偶
数
時
間 

10/29～11/4

※放送時間や内容は、変更することがありますので、ご了承ください。 

伊勢市行政チャンネル番組表 

アナログ10チャンネル・21チャンネル 

伊勢市テレビ広報「みて きいて 伊勢」 

アナログ8チャンネル・デジタル701チャンネル 

広報広聴課（1@15515） ㈱アイティービー（1フリーコール0120・270・089） 

アイティービーコミュニティチャンネル番組表 

 ● 下水道について 

放送時間：午前6時・9時・正午・午後3時・6時・9時～ 

■特集（11月） 

　（放送日：11/16～30） 
■伊勢の文化探訪「ええとこ知っとこ」 

■お知らせ 

※アナログ21チャンネルは、御薗地区のみの放送で、

アナログ10チャンネルと同じ「特集」「お知らせ」など

の行政情報や、お天気情報、防災情報をお伝えします。 

※上表の2時間分の番組を繰り返し放送します。 

※iTVニュースは、月曜日～金曜日の毎日午後７時に更新し

ます。土曜日・日曜日の午後7時からは、ニュースの週間ダイ

ジェストを放送します。 

■市民活動ニュース「おいないパルティ」 

放送時間：午前6時～翌日午前2時 

10/29～11/4

  ● このごみ、何ごみ？ 

  ● オータムダイジェスト 
　（これまでに放送した番組のダイジェスト） 

11/5～11

  ● いい歯の日 

11/12～18

  ● 不妊治療費助成事業 

11/19～25

  ● 夫婦岩の月の出 

11/26～12/2

  ● 人権週間 

伊
勢
市
都
市
計
画
審
議
会
の
開
催

都
市
計
画
課
（
1
@1
５
５
９
１
）

勢田川

BOD

（mg／R）

測定地点

平成19年９月結果 2.5 15.0 3.7 2.7

2.0 6.2 11.0 3.7

姫之橋 北新橋 勢田大橋 一色大橋

3.2 10.1 6.7 2.6

平成18年９月結果

平成18年度平均

環境基準 5mg／R以下（勢田大橋）
（９月10日　三重県環境保全事業団　分析）

環境課（1@15542）■勢田川水質調査結果

ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量）
河川の汚濁物質（有機物）による汚れの指標で、数値が大きい
ほど汚れていることを示します。
水中の汚濁物質が微生物によって分解されるときに消費される
酸素の量を「ミリグラム／リットル」で表したものです。

と
き

11
月
９
日
（金）
、
午
前
10
時
〜

と
こ
ろ

市
役
所
本
館
・
３
階
委
員
会
室

内
容

伊
勢
都
市
計
画
道
路
の
変
更
に

つ
い
て
の
審
議
な
ど

※
傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
午
前
９
時

30
分
か
ら
、
市
役
所
本
館
・
３
階
参
与

控
室
で
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。



種 別

婦　人

母　子

家庭児童

乳幼児

家庭教育

教　育

カウンセリング

青少年

相談日など

と　き 月曜日～金曜日

午前９時～午後４時

ところ 生活支援課（1@15556）

と　き 月曜日～金曜日

午前９時～午後５時15分

ところ こども課（1@15561）

と　き 月曜日～金曜日

午前９時～午後５時15分

ところ こども課（1@15561）

と　き 月曜日～金曜日

午前９時～午後４時

ところ 大世古保育所（1@53676）

と　き 月曜日～金曜日

午前８時30分～午後５時15分

ところ 家庭教育相談室「スマイルいせ」

（小俣総合支所・2階）（1@27887）

と　き 月曜日～金曜日

午前８時30分～午後５時15分

ところ 教育研究所（小俣総合支所・３階）

（1@27867）

と　き 毎週水曜日・木曜日

午後１時～５時15分

ところ 教育研究所（小俣総合支所・３階）

（1@27867）

と　き 月曜日～金曜日

午前８時30分～午後５時15分

ところ 青少年相談センター

（小俣総合支所・2階）（1@27894）

就　職

と　き 毎週火曜日（11月20日を除く）

午前10時～午後４時

ところ サンライフ伊勢

対　象 市内に在住または通勤している

35歳以下の人またはその保護

者、学校の進路担当教諭

定　員 ５人（先着順）

申し込み おしごと広場みえ（1津059ー
222ー3309）または、商工労

政課（1@15568）へ電話

種 別

障がい者・
障がい児

心配ごと

相談日など

と　き 月曜日～金曜日

午前９時30分～午後６時

土曜日・日曜日・祝日
（実施しない場合があります）

午前９時30分～午後４時30分

ところ 障害者相談支援センター「ブレス」

（宮町１丁目５-20）（1@06525）

相談方法 電話・来所

老　　人
在宅介護

と　き 月曜日～金曜日

午前８時30分～午後５時15分

ところ 地域包括支援センター

（1@15583）

と　き 毎日24時間対応

ところ 各在宅介護支援センター

神路園（1@26012）

双寿園（1@39231）

白百合園（1@71511）

山咲苑（1@62600）

正邦苑（1#81800）

みなと（1#50811）

楽寿苑（1#10050）

二見ふれあいプラザ（1$34423）

小俣（1@71155）

相談方法 電話・来所

と　き 第１水曜日（11月７日）

午後１時～３時

ところ 小俣保健センター

問い合わせ 社会福祉協議会小俣支所

（1@70509）

と　き 第２水曜日（11月14日）

午後１時～３時

ところ 社会福祉協議会伊勢支所

（福祉健康センター内）

（1@72425）

と　き 第３水曜日（11月21日）

午後１時～３時

ところ ハートプラザみその

問い合わせ 社会福祉協議会御薗支所

（1@26617）

と　き 第４水曜日（11月28日）

午後１時～３時

ところ 社会福祉協議会二見支所

（二見ふれあいプラザ内）

（1$33994）

小・中学生の不
登校・いじめ・
友人関係・学習
など

非行・いじめなど

小・中学生の教育

〈要予約〉

カウンセラーによる

福祉サービスの
利用相談・日常
生活や就労の相
談支援など

中高年齢
者 職 業

と　き 火曜日・日曜日・祝日を除く毎日

午前９時～午後５時

ところ 中高年齢者職業相談室

（サンライフ伊勢内）（1@81267）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）
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種 別

法　律

交通事故

相談日など

担当弁護士が、
既に相手方の相
談を受けている
場合は、相談を
受けることはで
きません

と　き 毎週月曜日

午後１時30分～３時30分

ところ 広報広聴課（1@15515）

対　象 市内に住所を有する人

定　員 ８人（定員を超えた場合は抽選）

申し込み 相談日当日の午後１時15分まで

に広報広聴課へ来所

と　き 11月１日（木）

午後１時30分～３時30分

ところ 小俣保健センター

対　象 市内に住所を有する人

定　員 ４人（定員を超えた場合は抽選）

申し込み 10月25日（木）～31日（水）に、社会

福祉協議会小俣支所（1@70509）

へ来所または電話

と　き 11月15日（木）

午後１時30分～３時30分

ところ 社会福祉協議会御薗支所（ハート

プラザみその内）（1@26617）

対　象 市内に住所を有する人

定　員 ４人（定員を超えた場合は抽選）

申し込み 11月８日（木）～14日（水）に、社会福祉

協議会御薗支所へ来所または電話

と　き 第３水曜日（11月21日）

午後１時～３時

ところ 広報広聴課（1@15515）

定　員 ４人（先着順）

申し込み 相談日当日の午前8時30分から

広報広聴課へ電話

と　き 月曜日～金曜日

午前９時～午後４時

（受け付けは午後３時30分まで）

ところ 三重県交通事故相談窓口

(三重県栄町庁舎・３階）

（1津059ー228ー7350）

種 別

行　政

登　記

消費生活

相談日など

と　き 第２火曜日（11月13日）

午後１時～４時

（受け付けは午後３時まで）

ところ 広報広聴課（1@15515）

人　権

公　証

と　き 第２木曜日（11月８日）

午後１時～４時

（受け付けは午後３時まで）

ところ 広報広聴課（1@15515）

と　き 毎週火曜日・水曜日・金曜日

午前９時30分～午後４時30分

ところ 津地方法務局伊勢支局

（1@86158）

と　き 第１木曜日（11月１日）

午後１時～４時

（受け付けは午後２時まで）

ところ 広報広聴課（1@15515）

と　き 月曜日～金曜日

午前９時～午後４時

ところ 三重県消費生活センター

（三重県栄町庁舎・３階）

（1津059ー228ー2212）

商工労政課（1@15512）

遺言・契約証明

と　き 第１・３火曜日（11月６日・20日）

午後１時～３時

ところ 広報広聴課（1@15515）

と　き 第２火曜日（11月13日）

午後１時～３時

ところ 二見生涯学習センター

問い合わせ 二見総合支所地域振興課

（1$21111）

と　き 第４火曜日（11月27日）

午後１時～３時

ところ 小俣公民館

問い合わせ 小俣総合支所地域振興課

（1@27858）

（ ）

（ ）

架空請求・
多重債務など（ ）

と　き 12月６日（木）

午後１時30分～３時30分

ところ 社会福祉協議会伊勢支所（福祉

健康センター内）（1@72425）

対　象 市内に住所を有する人

定　員 ４人（定員を超えた場合は抽選）

申し込み 11月29日（木）～12月５日（水）に、社会福

祉協議会伊勢支所へ来所または電話

※11月中に申し込みを開始するため、今

月号で掲載します。

11月の無料相談
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二見町江で消防訓練

江コミュニティセンターで、江地区の女性のボラン
ティア団体「いちじくの会」が、江区・ＰＴＡ・老人
会などに呼び掛け、消防訓練を行いました。
訓練には約70人の住民が参加し、初期消火や住宅用
火災警報機について講習を受けた後、実際に消火器を
使い、消火訓練を行いました。
また、地元消防団が小型ポンプ操法を実演し、日ご
ろの訓練の成果を発揮しました。
訓練終了後、参加者は訓練の感想などを話し合い、

火災の恐ろ
しさを再確
認していま
した。

9
16

新出地区で防災訓練9
9

障がい者体育祭

県営サンアリーナで第2回伊勢市障がい者体育祭が
開催され、選手とボランティアの皆さん約400人が参
加しました。
参加者たちは、車いす競争やロープ送りなどの競技
で心地良い
汗を流し、
楽しいひと
ときを過ご
しました。

親子農業体験

明野高等学校の協力のもと、同校生徒の指導によ

り、親子農業体験（全3回）を開催しています。

第1回目となったこの日は、親子約30人が参加し、

イチゴの定植の仕方などについての講義を受けた後、

生徒の熱心な指導を受けながら、実際にイチゴの苗

を植えたり、お茶の手もみなどを体験しました。

参加者は「収穫が待ち遠しい」など、イチゴの成

長を楽しみ

にしている

ようでした。

9
29

9
22

新出地区（小俣町相合）で、火災が発生したことを
想定した防災訓練が行われました。
この日行われた訓練は、消火器や可搬式ポンプ、消
火栓などを実際に使用する実践的なもので、参加した
68人は、消防職員の指導のもと、万一の場合に速やか
に行動でき
るよう、積
極的に取り
組んでいま
した。

朝熊山麓公園内に人工芝サッカー場が完成したこと
を記念し、記念式典とサッカー教室が行われました。
サッカー教室に参加した約600人の子どもたちは、

元サッカー日本代表の三浦泰年さんと岩本輝雄さんか
らリフティ
ングやドリ
ブルなどの
指 導 を 受
け、真新し
いグラウン
ドの上で目
を輝かせて
いました。

まちの話題
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人の動き（９月末現在）

総人口 136,056人（－11人）

世帯数 52,883世帯（＋64世帯）

男性 64,602人（＋4人）

女性 71,454人（－15人）

※外国人登録者を含む。

朝熊山麓公園フットボール場がオープン10
6

やすとし


